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Ⅰ．地  形 
 

 

（吉川敏之・鹿野和彦） 

 

｢珠洲岬，能登飯田及び宝立山」地域は，日本測地系 

北緯37ﾟ20'-37ﾟ32'30''，東経137ﾟ00'-137ﾟ22'30''(世界測 

地系では北緯37ﾟ20'10.7''-37ﾟ32'40.6''，東経136ﾟ59' 
49.1''-137ﾟ22'18.9'')の範囲にある（第 1 図）．「珠洲岬， 

能登飯田及び宝立山」地域にかかる行政区は石川県珠洲 

市，輪島市，珠洲郡内浦町，鳳至郡柳田村，同能都町の 

5 市町村である． 

能登半島は日本海側では最も大きな半島である．その 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第 1 図 能登半島北東部の地形概略図 

図中の緯度経度は上段が日本測地系，下段(括弧内)が世界測地系． 
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東側には富山湾と，富山湾から日本海盆へと続く富山海 

底峡谷，そしてフォッサマグナがある．富山湾に接する 

半島の付け根には東北東-西南西方向に伸びて宝達丘陵 

があり，羽咋から七尾へと続く邑智低地を挟んで，その 

北側に奥能登丘陵と呼ばれる起伏の小さな丘陵が広がる. 

奥能登丘陵は，宝達丘陵と同様，東北東-西南西方向に 

伸びる小起伏の丘陵で，その北東部を「珠洲岬，能登飯 

田及び宝立山」地域が占める．「珠洲岬，能登飯田及び 

宝立山」地域が位置する半島北東端には禄剛崎があり， 

富山海底峡谷を挟んで，その 90 km 北東延長上には佐 

渡島がある． 

｢珠洲岬，能登飯田及び宝立山」地域のうち，禄剛崎 

を境に，日本海に面した北西岸側を外浦，富山湾に面し 

た南東岸側を内浦と呼ぶ．飯田湾は，内浦の珠洲市飯田 

に面した湾で，富山湾の北端部にあたる．内浦では砂浜 

海岸が卓越し，砂丘及び砂嘴などからなる比較的単調な 

弧状-直線状の地形をなす．その中で，海岸線から突出 

した見附島は急崖に囲まれた比高 30 m ほどの小島で， 

景勝地として知られている（裏表紙）． 

日本海に面した外浦の海岸は東北東-西南西方向に伸 

びた岩石海岸である．珠洲市仁江町付近や禄剛崎周辺に 

は広いは はがあり，はのは勝及びはははははにははさ  

れている輪島市曽々木海岸のように，岩石が露出する海 

食崖には海食洞が認められることがある．海岸線は小さ 

な半島と湾が連続して入り組んでおり，すぐ背後に山伏
やまぶし

 

山
やま

，見
けん

平
だら

岳
だけ

，猫
ねこ

ヶ
が

岳
たけ

，岩倉山，高
こう

洲
しゅう

山
ざん

（西隣「輪島」図 

幅地域）などの山々が迫る．海岸に平行に連なるこれら 

の山々は急峻で，海側に急傾斜している．中でも高洲山 

へと連なる山々は，とりわけ急峻で，高洲山山地と呼ば 

れている． 

急峻な地形をなすこれらの山々の南側には，本図幅地 

城内での最高峰宝
ほう

立
りゅう

山
ざん

（標高 468.6 m）を中心とした標 

高の高い地域が広がる．本図幅地域南部には小起伏の丘 

陵が広がり，その広い範囲に海成段丘が認められる（太 

田・平川，1979）．丘陵の斜面には地すべり地が数多く 

分布している．輪島市白米町のはははは勝「千枚田」は, 

地すべり地に築かれた棚田群である． 

本図幅地域内には，半島先端部という地理条件から特 

に大きな河川はない．河川の流路は地質構造と岩質に規 

制されており，多くの河川は東西方向の伸びの卓越する 

流路を示している．例えば飯田湾に注ぐ若山川は，上流 

部では複向斜に沿って流れている．また，柳田村西部で 

は断層の方向に谷が伸びている．河川勾配は火山岩の分 

布地域では大きく，海成堆積岩の分布地域では小さい． 

本図幅地域で最も大きな河川である町野川は，例外的に 

地質構造を大きく切る方向に流下している．この町野川 

及びその支流は著しく蛇行している．若山川中流域にも 

小規模ながら蛇行による河川争奪地形が残されている． 

町野川及び若山川など，主要な河川の流域には谷底平野 

と河岸段丘が小規模に分布する．内浦の飯田湾周辺には 

小規模ながら海岸平野が分布し，飯田湾に面した珠洲市 

島海岸，島島海岸に  3 列の浜堤からなる砂丘が認めら 

れる．また，外浦の輪島市町野にも，南方の谷底平野か 

ら延伸する小規模な海岸平野が広がり，海岸に小規模な 

砂丘が分布している．人工改変地は少ないが，珠洲市正 

院町，飯田町など海岸沿いに港湾整備による小規模な埋 

め立て地がある． 
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Ⅱ．地 質 概 説 
 

 

（吉川敏之・鹿野和彦・柳沢幸夫） 

 

｢珠洲岬，能登飯田及び宝立山」地域には第三紀堆積 

岩・火山岩及び第四紀堆積はが分布する(第 2 図）．その 

うち，第三系は，日本海に突き出た能登半島北東端に 

あって，日本海拡大に関連した漸新世以降の火成活動の 

変遷や堆積盆の形成過程，日本海拡大後の堆積盆の消長 

をは録している． 

 

Ⅱ．1 第 三 系 

 

Ⅱ．1．1 岩相層序区分 

第三系は，下位より順に，高洲山
こうのすやま

層，合鹿
ごうろく

層，神
かみ

和
わ

住
ずみ

 

層（北部では馬
うま

緤
つなぎ

層），宝
ほう

立
りゅう

山
ざん

層，東
ひがし

印
いん

内
ない

層，法
ほう

住
じゅう

寺
じ

 

層，粟
あわ

蔵
ぐら

層，飯
いい

田
だ

層，飯
いい

塚
づか

層に区分される．下部の高洲 

山層から宝立山層までの地層は火山岩を主体とする地層 

である．一方，上部の東印内層から飯塚層までの地層は 

海成の堆積岩を主体とする地層で，新潟地域の七谷層- 

上部寺泊層中部，秋田地域の西黒沢層-船川層下部に対 

比される．これらの地層の層序区分は従来とほぼ同じで 

あるが，層序区分の階層を見直して部層を層に格上げす 

るなど，いずれの地層も本報告で新たには義・命はまた 

は再は義した地層である．そうした事情と従来の層序区 

分との対比や年代については次項で述べる． 

高洲山層は安山岩溶岩を主体とする陸成層で，礫岩及 

び凝灰質砂岩を伴い，特に最上部には厚い礫岩が発達す 

ることが多い．溶岩は変質の著しい斜方輝石単斜輝石安 

山岩，かんらん石単斜輝石斜方輝石玄武岩-安山岩など 

で，同質貫入岩を伴う．層厚は 1,200 m 以上ある．輪 

島市忍町付近の高洲山層には，黒雲母単斜輝石角閃石閃 

緑岩-ひん岩からなる忍閃緑岩（Ishida，1959）が貫入し 

ている． 

合鹿層はデイサイト火砕流堆積はを主体とした地層で, 

輝石デイサイトを伴い，高洲山層を不整合に覆う．デイ 

サイト火砕流堆積はは，しばしば溶結しており，間に砂 

岩，礫岩及びシルト岩を挟む．層厚は最大 200 m であ 

る． 

神和住層は無斑晶安山岩溶岩を主体とする陸成層で, 

合鹿層を整合に覆う．凝灰質砂岩，礫岩，シルト岩及び 

デイサイト火砕岩を挟み，まれに亜炭を伴う．層厚は最 

大 230 m である． 

馬緤層は，岩相及び放射年代から神和住層に対比され 

る地層で，北部の海岸の限られた地域に分布する．輝石 

安山岩溶岩，礫岩，砂岩，泥岩，デイサイト火砕流堆積 

はなどからなる．下限は不明で，層厚は 140 m 以上あ 

る．地表に露出する馬緤層の最下位層準を占める岩石は 

アア溶岩であるが，その上位には輝石安山岩-玄武岩砕 

粒粒からなる礫岩・砂岩，粒底粒粒ッ粒溶岩などが粒  

なり，上部の粒底粒粒ッ粒溶岩に挟まれている泥岩，砂 

岩からは海棲軟体動は，単体サンゴの化石が産する 

(Kano et al., 2002）． 

宝立山層は神和住層及び馬緤層を整合に覆う地層で， 

デイサイト火砕流堆積はを主体とし，輝石デイサイト 

-流紋岩溶岩・貫入岩，シルト岩，砂岩及び礫岩を伴う. 

層厚は最大 300 m である．輝石デイサイト-流紋岩は 

ドーム状に貫入または噴出しており，表面にジグソー割 

れ目やペペライトが認められることがある．珠洲岬地域 

に分布する宝立山層はシルト岩を挟んでおり，その中か 

ら狼
の

煙
ろし

化石植は群(Ishida，1970)と称される植は化石群 

が産する． 

これらの地層中にはドレライト及び玄武岩-安山岩シ 

ル，岩脈，または形状不はの浅所貫入岩体が認められる. 

ドレライトの多くは合鹿層及び神和住層を，玄武岩-安 

山岩は主に合鹿層を貫く．安山岩岩脈の中には神和住層 

を構成する無斑晶安山岩と同質のものがある．この他， 

高洲山層を貫くかんらん石玄武岩岩脈及びシルがまれに 

認められる． 

東印内層は神和住層以下の地層を傾斜不整合に覆う海 

成層で，礫岩，砂岩及び黒色塊状泥岩-細粒砂岩からな 

る．礫岩は南西部地域に，黒色塊状泥岩-細粒砂岩は北 

部地域に主に分布する．いずれの岩相も側方で急激に薄 

くなって消滅しており，当時の浸食谷に堆積したと考え 

られる．層厚は最大85 m である．汽粒-浅海棲の軟体 

動は化石や有孔虫化石を産する． 

法住寺層は石灰質シルト岩，珪質シルト岩及び珪藻質 

シルト岩からなる海成層で，東印内層を整合に覆い，本 

図幅地域内に広く分布する．従来は，本図幅地域南部の 

珪藻質シルト岩を主体とする地層を法住寺層，本図幅地 

域北部に広く分布する珪質シルト岩を主体とする地層を 

赤神層としていた．しかし，珪質シルト岩と珪藻質シル 

ト岩の違いは続成変質の程度だけで，両者は一連の堆積 

はと考えられることから，本報告では赤神層を法住寺層 

に含めた．石灰質シルト岩は主に本図幅地域北部の下部 

層準にのみ分布する．層厚は最大 180 m である． 

粟蔵層は法住寺層を整合に覆う海成層で，黒雲母流紋 

岩溶岩・火砕岩，凝灰質砂岩を主とし，一部では珪質シ 

ルト岩と互層する．最大層厚は 290 m 以上である．流 

紋岩火砕岩の給源は溶岩の分布する輪島市岩倉山付近と 
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考えられる．層厚はその周辺で最も大きく，東方及び南 

方へ薄くなり，本図幅地域東端で尖減する．南部に分布 

する凝灰質砂岩からは浅海棲の軟体動は化石や 

Aphrocallistes が産し，海緑石を含む． 

飯田層は石灰質シルト岩，珪質シルト岩，珪藻質シル 

ト岩及び海緑石砂岩からなる海成層で，下位の粟蔵層を 

整合に覆う．珪藻質シルト岩は側方で珪質シルト岩に移 

化する．飯田層の主体は珪藻起源の外洋性細粒堆積はで 
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あるが，最上部を海緑石砂岩が占める．下位の粟蔵層が 

厚く堆積している地域では本層の主岩相である細粒堆積 

はを欠いて，この海緑石砂岩が粟蔵層を直接覆う．層厚 

は 10-180 m である． 

飯塚層は下位の飯田層を整合に覆う海成層である．主 

として珪質シルト岩及び珪藻質シルト岩からなるが，上 

部では砂質シルト岩に移化する．厚さ数 10 cm 以下の 

流紋岩凝灰岩を 3 層準に挟在し，特に下位の 2 層準は良 

い鍵層となっている．飯塚層は白米坂断層より北部の地 

域と飯田湾周辺に広く分布するが，柳田村，内浦町地域 

には分布しない．層厚は 350 m 以上である． 

 

Ⅱ．1．2 対比と地質年代 

本報告の層序区分と従来の層序区分との対比を第 3 図 

に，火山岩の放射年代と堆積岩から産する微化石年代尺 

度に基づいた年代層序を第 4 図に示す． 

最下部の高洲山層は，従来穴粒層(鈴木，1950)と呼ば 

れてきた地層の一部に相当する．穴粒層は，火山岩を主 

体とする地層で，能登半島で最も下位に位置づけられて 

いる．しかし，そのは義は暖昧で，50 Ma から20 Ma 
までの幅広い放射年代が得られている（柴田ほか，1981 

など）ことから，様々な年代の火山岩が一括されている 

可能性が高い（絈野，1993など）．そこで，本報告では， 

穴粒層との混同を避けるため，本図幅地域西部にあって 

層位が明らかな高洲山火山岩(増田，1954)にちなみ，高 

洲山火山岩及びこれと同層準にあって火山岩を主体とす 

る地層を高洲山層としては義・命はした．高洲山層の放 

射年代は 29-20 Ma と幅がある（第 5 図）．しかし，高洲 

山層に貫入する忍閃緑岩からは，28.9±1.0 Ma の全岩 

K-Ar 放射年代値が報告されている（柴田ほか，1984). 

高洲山層の岩石は一般に変質しており，忍閃緑岩の年代 

より若い高洲山層の年代値は若返っている可能性が高い. 

また，産状が不明な試料については，後の時代に貫入し 

た試料を高洲山層の試料として測はしている可能性も考 

えられる．後述するように上位の合鹿層が約25 Ma の 

年代を示すこと，高洲山層の岩石が合鹿層より有意に変 

質を受けていることを考えると，本図幅地域の高洲山層 

の年代は30-26 Ma と推はされる． 

本図幅地域外の“穴粒層”の火山岩の中には，より古 

い年代を示すものの存在が知られている．能都町大田原 

の安山岩から52.1±1.6 Ma，能都町上鮭尾北方採石場 

の安山岩から56.7±1.7 Ma，穴粒町大角間採石場の流 
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紋岩質火砕岩から45.7±1.4 Ma の全岩 K-Ar 放射年代 
値が得られている（塚本，1988）．これらは，高洲山層の 
火山岩に比べて著しく古く，高洲山層とは異なる地層と 
して扱う必要がある． 

合鹿層，神和住層及び宝立山層は，これまで一般に柳 
田層(Ishida，1959)と呼ばれてきた．本報告では，主体 
となる岩相及び岩質に違いがあること，構造的に非調和 
に粒なること，これらの地層を構成する火山岩の放射年 
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代値（柴田ほか，1981；柴田ほか，1984；塚本，1988； 
Kano et al., 2002；本報告）から各層の間にある程度の 
堆積間 が推はされることを粒堆してこれらの地層に区  
分した．合鹿層のジルコンフィッション・トラッ粒年代は 
24.5±1.5 Ma（第 1 表），全岩 K-Ar 放射年代は 25.2± 
1.3 Ma (第 2 表)で，神和住層の無斑晶安山岩の全岩K- 
Ar 放射年代は 23-20 Ma である（柴田ほか，1981；塚本, 
1988）．宝立山層のデイサイト火砕岩からは 19.5-16.5 
Ma のジルコンフィッション・トラッ粒年代が，また， 
これに貫入する輝石デイサイト-流紋岩からは 18.2± 

1.6 Ma のジルコンフィッション・トラッ粒年代が得ら 
れている(第 1 表）．宝立山層の上位にある東印内層及び 
法住寺層の地質年代を考慮すると，宝立山層は 19.5-18 
Ma に形成された可能性が大きい． 

馬緤層は宝立山層に覆われているが，本図幅地域北部 
に孤立して分布しているため，高洲山層，合鹿層及び神 
和住層との関係は分からない．Kano et al.(2002)は， 
馬緤層（Kano et al., 2002 の Unit 1 及び 2）から 23-19 
Ma の全岩 K-Ar 放射年代及び 21-17 Ma のジルコン 
フィッション・トラッ粒年代を報告している．宝立山層 
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の年代を考慮すれば，馬緤層の年代は約 23-19 Ma と考 
えられ，神和住層とほぼ同じである． 

東印内層から飯塚層までの地層は，海成堆積はを主体 
とする地層である．これらの地層群は岩相変化が激しい 
ため，地域によって異なる層序区分がなされてきた(第 
3 図）．本報告では，基本的には従来の岩相層序区分を 
踏襲したが，近年微化石層序から明らかになった地質時 
代(船山，1988；柳沢，1999)と堆積環境，更に海進・海 
退のサイ粒ルを考慮した層序区分(第 6 図)を行い，区分 
の階層とは義を見直して，各地層を再は義または改称し 
た． 

東印内層は内湾-浅海堆積相である礫岩，砂岩及び黒 
色泥岩からなる．従来の東印内層は，本報告の東印内層 
と外洋性堆積相のシルト岩からなる法住寺層を合わせた 
地層としては義され使用されてきたが（増田，1954；船 
山，1988 など），内湾-浅海堆積相と外洋性堆積相は明 
確に区別されるので，本報告では内湾-浅海堆積相のみ 
を東印内層として新たには義した．法住寺層は従来珪藻 
質シルト岩に限は的に用いられ，同層準の珪質シルト岩 
及び石灰質シルト岩は赤神層と呼ばれることが多かった. 
しかし，珪藻質シルト岩と珪質シルト岩は続成の程度が 
違うだけで本来一連の堆積はであり（柳沢，1999），同時 
異相の石灰質シルト岩も本図幅地域で最初に出現する外 
洋性堆積はという性格は共通しているため，これらを法 
住寺層として一括した．粟蔵層は流紋岩火山活動によっ 
て形成された地層で岩相上の違いが大きいため，1 つの 
層として区分する．飯田層と飯塚層はいずれも珪藻質シ 
ルト岩で特徴づけられる地層で，従来は両者を一括して 
扱うことが多かった．しかし，両者の間には海緑石砂岩 
の出現で特徴づけられる広域的にほとんど無堆積となる 
時期がある(第 6 図）．海緑石砂岩の出現は何らかの広域 
的なテ粒トニッ粒・イベントを反映している可能性が大 
きく，その層準は不整合と同様の意味をもつ基準面と考 
えることができる．したがって，本報告では海緑石砂岩 
の上面を境界として，下位の飯田層と上位の飯塚層に区 
分した． 

 
Ⅱ．2 第 四 系 

 
本図幅地域の第四系は段丘堆積は，地すべり堆積は 

(地すべり地塊を含む），河川及び扇状地堆積は，砂洲及 
び砂丘堆積は，海浜堆積は，人工改変地に区分される． 

段丘堆積はは，段丘面高度の違いに基づいて，大きく 
最高位段丘堆積は，高位段丘堆積は，中位段丘堆積は及 
び低位段丘堆積はに区分される．更に，高位段丘堆積は 
は高位 1 段丘堆積は，高位 2 段丘堆積は及び高位 3 段丘 
堆積はに，中位段丘堆積はは中位 1 段丘堆積は，中位 2 
段丘堆積は及び中位 3 段丘堆積はに区分される．高位及 
び中位段丘堆積はは，本図幅地域東部から南部の丘陵地 

に平坦面をなして広く分布している．平坦面は標高の高 
い地域にも発達しており，海抜高度 300 m に最高位段 
丘堆積はがなす平坦面が認められる．最高位段丘堆積は 
は主にシルトからなり，礫を挟む．高位段丘堆積はは主 
に砂とシルトからなり，礫を挟む．中位段丘堆積ははシ 
ルト，砂及び礫からなる．珠洲市三崎町の中位段丘堆積 
は中には，特徴的な形態の珪質コン粒リーションが含ま 
れている（赤羽ほか，2000）．低位段丘堆積はは若山川及 
び町野川などの流域に分布し，主に砂，シルト及び礫か 
らなる．最高位段丘堆積はから中位段丘堆積はは海成， 
低位段丘堆積はは河成と考えられる． 

地すべり堆積はは，本図幅地域内各地に多数分布する. 
その多くは岩盤すべりで移動した粒粒ッ粒，または，そ 
れがれ砕された岩 からなる．珠洲市馬緤町には長れ約  
1 km の粒粒ッ粒が地層境界を越えて移動している例が 
見られる．地すべりは東印内層の黒色泥岩及び砂岩の分 
布域，粟蔵層の流紋岩火砕岩及び凝灰質砂岩の分布域に 
特に多い．また，地層がその傾斜方向にすべっている例 
が多数認められる． 

河川及び扇状地堆積は，砂州及び砂丘堆積は，及び海 
浜堆積はは主に海岸沿いと河川の流路に分布している． 
河川及び扇状地堆積はは飯田湾周辺と町野川及びその支 
流の流域に多い．砂州及び砂丘堆積はは珠洲市三崎町島 
島と飯田湾沿岸部，輪島市町野町に海岸線に沿って分布 
している．海浜堆積はは各地の海岸沿いに小規模に分布 
する．いずれも砂質の砕 はからなる．この他，各地の  
海岸に小規模な港湾埋め立て地がある． 

 
Ⅱ．3 地質構造 

 
本図幅地域の第三系は北東-南西から東西方向に褶曲 

し，同方向の逆断層または正断層に切られている（第 7  

図）．数ある断層のうち，中央部をほぼ東西に伸びる白 
米坂断層(Ishida，1959)は，断層を挟んで接する地層の 
層位と断層面の傾斜から，見かけ上，変位が最も大きな 
逆断層と判断される．しかも，その南側と北側では地質 
構造や地層の分布・層厚に顕著な違いがある． 

白米坂断層より南側には主に東印内層より下位の地層 
が広く分布しており，多数の北東-南西ないし東西方向 
の断層に断たれている．これらの断層は多くが南落ち正 
断層，一部北落ち正断層で，観察された断層面はいずれ 
も高角である．断層の傾斜側にある地層は断層に向かっ 
て傾斜し，しかも，下位の地層ほど傾斜が大きい．した 
がって，これらの断層は地層の形成時期に活動していた 
成長断層と考えられる（第Ⅴ章参照）． 

一方，白米坂断層より北側では主に東印内層-飯塚層 
が広く分布しており，多数の褶曲と逆断層が繰り返す． 
褶曲は東北東-西南西ないし東西方向に伸び，ほぼ同方 
向の逆断層が例外なく背斜の北翼を切っている．このよ 
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うな変形様式から類推すると，能登半島北側の海域にも 
逆断層が伏在していると考えられる（第 7 図）． 

東印内層-飯塚層は，白米坂断層より北側のほとんど 

の地域でほぼ整合に累粒しており，層厚も大きい．しか 

し，白米坂断層より南側では急激に薄くなり，下位の陸 

成層のなす地塊の北及び東に開いた谷を埋めるように内 

陸側にオンラップしている．すなわち，白米坂断層はこ 

れら海成層の堆積当時に堆積盆南限を境する地形的な境 

界で，東印内層堆積時には既に北落ちの正断層として活 

動していたと考えられる．現在観察される白米坂断層は, 

南側の宝立山層が北側の海成層の地層境界及び褶曲構造 

を切って上昇する逆断層である．これは，海成層堆積後 

に南北方向の圧縮により，多数の褶曲が形成されるとと 

もに，正断層であった白米坂断層が逆断層に転じたこと 

を意味する．白米坂断層より北に位置する多数の逆断層 

も，同様に南側が北側にのし上げる形態が多い．ただし, 

これらがもともと正断層であったかどうかはわからない. 

本図幅地域は，段丘堆積はの高度分布から第四紀を通 

じて隆起傾向にあり，隆起速度は 1 m/1000 年と推はさ 
れている（活断層研究会編，1991）．太田ほか(1976)は本 
図幅地域南部に活断層(滝ノ坊断層)の存在をは摘してい 
る．また，太田・平川(1979)は，禄剛崎南方に東西方向 
の活褶曲があるものと考えている．ただし，いずれも現 
在活動中である確証は得られていないため，地質図には 
示していない． 

能登半島周辺では海域を震央とする地震が時々発生し 
ており，近年では 1993 年 2 月 7 日に，能登半島東方沖 
を震源とするマグニチュード 6.6 の地震が発生した．こ 
の地震では輪島で震度 5 を観測し，珠洲市を中心に被害 
が報告されている(気象庁地震津は監堆課ほか，1995）． 
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Ⅲ．第 三 系 

 
 

（吉川敏之・鹿野和彦・柳沢幸夫） 
 

本図幅地域の第三系は下位より高洲山層，合鹿層，神 
和住層（北部では馬緤層），宝立山層，東印内層，法住寺 
層，粟蔵層，飯田層，飯塚層に区分される．高洲山層か 
ら宝立山層には多くのシル，岩脈または岩株が貫入して 
いる．このうち，深成岩としての岩相を示すのは高洲山 
層に貫入する閃緑岩のみで，従来から忍閃緑岩(Ishida, 
1959)と呼ばれて他とは区別されてきた．したがって， 

本報告ではこれを独立させて扱う．それ以外の貫入岩は, 

高洲山層から宝立山層を貫いているが，その活動時期は 

必ずしも特はできないので，本報告では単に貫入岩とし 

て一括する．ただし，野外での産状から活動時期が特は 

できるものは，貫入岩の産状であってもその層に属する 

火山岩に含めた． 

 

Ⅲ．1 高洲山
こうのすやま

層(Na, No, Nc) 
 

地層名 増田(1954)の高洲山火山岩を改称し，再は義 
した． 

模式地 増田(1954)では模式地はは義されていないが, 

地層はの由来となった西隣「輪島」図幅内の高洲山一帯 

と想はされる．本図幅地域内では柳田村中斉から当目周 

辺に比較的良好な露出が見られる． 

分布及び層厚 本図幅地域内では高洲山層は輪島市東 

部から柳田村西部の丘陵地に最も広く分布し，次いで珠 

洲市南部から内浦町地域，図幅北部の猫ヶ岳背斜及び鞍 

崎背斜軸部にまとまって分布する(第 8 図）．層厚は断層 

が多いため不正確であるが，高洲山山地で最大 1,200 m 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以上ある． 
層序関係 本図幅地域では第三系の最下部にあたる． 
岩相 高洲山層は安山岩溶岩・貫入岩を主体とし，礫 

岩及び砂岩を伴う．安山岩溶岩・貫入岩は風化及び変質 
が著しく，赤褐色化しているほか，しばしばシリカ鉱は 
及び炭及及鉱はに及 された脈や孔 が認められる．溶   
岩・貫入岩の多くは，斜方輝石単斜輝石安山岩とかんら 
ん石単斜輝石斜方輝石玄武岩-安山岩である．礫岩及び 

砂岩は溶岩とは交して普遍的に産するが，いずれも薄い. 

以下では，本層を，主たる構成はに応じて，斜方輝石 

単斜輝石安山岩溶岩及び貫入岩からなる岩相(Na），か 
んらん石単斜輝石斜方輝石玄武岩-安山岩溶岩からなる 
岩相(No），及び礫岩を主体とする岩相(Nc)に区分して 
それぞれの岩相の特徴，地域ごとの特徴の順には載する. 

各岩相は，ときにデイサイト-安山岩火砕岩を伴う． 
 

斜方輝石単斜輝石安山岩溶岩及び貫入岩 (Na) 
斜方輝石単斜輝石安山岩溶岩及び貫入岩(Na)は，柳 

田村西部から輪島市東部にかけて広く分布するほか，珠 
洲市宝立町馬渡，内浦山口付近にも孤立して分布してい 
る．また，地質図には示していないが，珠洲市片岩町の 
海岸に礫岩を貫く岩脈またはシルとして産する．一部に 
は斑晶にオパサイト化の著しい普通角閃石を含む角閃石 
斜方輝石単斜輝石安山岩がみられるが，その分布は珠洲 
市馬渡，柳田村当目及び北河内北西方に限られており， 
地質図では一括して区分した． 

斜方輝石単斜輝石安山岩は，変質して暗青灰色，暗青 
褐色，灰緑色など多様な色を呈するが，風化露頭では赤 
褐色化していることが多い．主に塊状安山岩と安山岩火 
山角礫岩からなる粒粒ッ粒溶岩の産状を示し，ときに礫 
岩，砂岩や，デイサイトもしくは安山岩組成の凝灰岩， 
火山礫凝灰岩及び凝灰角礫岩を挟む(第 9 図）．溶岩塊状 

部には板状節理が発達することがある．貫入岩は本図幅 

地域西端部に多く，シルまたは岩脈の産状を示すが，露 

出の悪い地域では産状が不明なことも少なくない．溶岩, 

貫入岩とも斑晶は斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱で 

あるが，単斜輝石と斜方輝石の量比はほぼ同等である． 

粗粒な斜長石斑晶に富む．石基は通常微晶質-隠微晶質 

で，ガラス質なこともある．まれにかんらん石を含有す 

ることがある． 

角閃石斜方輝石単斜輝石安山岩は，暗青灰色，暗赤紫 

褐色を呈する粒粒ッ粒溶岩である．馬渡では粒粒ッ粒溶 

岩の上部を構成する火山角礫岩の上に礫岩が粒なる．角 
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閃石は及化普通角閃石で，肉眼では 5-8 mm 大の粗粒 
な斜長石斑晶が目立つ． 

 
岩石記載 斜方輝石単斜輝石安山岩（NO328:GSJ 
R77928) 

産地：柳田村東谷． 

産状：溶岩上部の火山角礫岩． 

斑晶：斜長石，単斜輝石，斜方輝石． 

斜長石はれ1.5 mm 以下で，ほぼ自形を呈し，累帯 

構造を示すものが多い．単斜輝石はれ 2.5 mm 以下で 

柱状-粒状，斜方輝石は長れ 0.5 mm 以下で，長柱状を 

呈するが，変質しているものが多い． 

石基：斜長石，鉄鉱，ガラス，斜方輝石，単斜輝石． 

斜長石は長れ 0.08 mm  以下，斜方輝石は長れ 0.1 

mm 以下，単斜輝石及び鉄鉱は微細で，インターサー  

タルないしインターグラニューラー組織を示す．  

 
岩石記載 角閃石斜方輝石単斜輝石安山岩（NO124: 
GSJ R77916) 

産地：珠洲市宝立町二口． 

産状：溶岩の塊状部． 

斑晶：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，鉄鉱，角閃石． 

斜長石は 2.2 mm 以下で，その多くは汚濁し，ある 

いは累帯している．融食形も見られる．単斜輝石は長 

れ 1.8 mm 以下で柱状-粒状，斜方輝石は長れ 0.8 mm 

以下で，柱状を呈する．鉄鉱はれ 0.6 mm 以下である． 

角閃石は長れ 1.5 mm 以下で，及化して赤褐色を呈す 

る．しばしばオパサイト化している．集斑晶が見られ 

る． 

石基：ガラス，斜長石，斜方輝石，鉄鉱． 

斜長石は 0.25 mm 以下，斜方輝石は 0.15 mm 以下, 

鉄鉱は 0.01 mm 以下で，ハイア粒ピリティッ粒組織を  

示す．不は形の気泡が見られる． 
 

かんらん石単斜輝石斜方輝石玄武岩-安山岩溶岩（No) 
かんらん石単斜輝石斜方輝石玄武岩-安山岩溶岩(No) 

は，塊状部と火山角礫岩部からなる粒粒ッ粒溶岩である 
(第 10 図）．猫ヶ岳背斜，鞍崎背斜及び珠洲市南部-内浦 

町地域に広く分布し，本図幅地域南西端付近にも分布す 

る(第 8 図）．かんらん石斑晶の量は多様で，岩質も安山 

岩から玄武岩まで幅がある．斜長石の粗粒斑晶に富む斑 

状組織を示す．変質しており，暗灰色，緑褐色，暗青灰 

色などを呈することが多いが，風化して赤褐色となる． 

礫岩及び砂岩，ときにデイサイトないし安山岩の凝灰岩, 

火山礫凝灰岩及び凝灰角礫岩を挟む．また，まれに同質 

の岩脈を伴う． 

 
岩石記載 かんらん石含有単斜輝石斜方輝石安山岩 
(NO303dt:GSJ R77926) 

産地：内浦町滝ノ坊西方． 

産状：厚い火山角礫岩を貫く同質の岩脈． 

斑晶：斜長石，斜方輝石，単斜輝石，かんらん石，鉄 
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鉱． 

斑晶量は多い．斜長石は長れ 3.5 mm  以下で，ふる 

い状に汚濁したもの，累帯構造を呈するものがある． 

斜方輝石は長れ 2.5 mm  以下で主に長柱状，単斜輝石 

は長れ 2.0 mm 以下で，短柱状-粒状を呈する．かんら 

ん石はれ 0.8 mm  以下で，骸晶をなすものもみられ， 

完全に変質している．鉄鉱は 0.2 mm  以下で，輝石の 

縁に多い． 

石基：斜長石，単斜輝石，ガラス，鉄鉱，斜方輝石． 

斜長石は 0.4 mm 以下，単斜輝石は 0.1 mm  以下， 

鉄鉱は 0.1 mm  以下，斜方輝石は 0.1 mm 以下で，い 

ずれもほぼ新鮮である．インターサータル組織を示す． 

 
岩石記載  単斜輝石斜方輝石かんらん石安山岩 
(NO311:GSJ R77927) 

産地：内浦町恋路西方． 

産状：溶岩の塊状部． 

斑晶：斜長石，かんらん石，単斜輝石，斜方輝石． 

斑晶量は多い．斜長石は 2.5 mm  以下で，汚濁した 

もの，累帯構造を呈するものが多い．かんらん石は 20 

mm  以下で，薄い反応縁をもち，部分的に変質してい 

る．単斜輝石は長れ 1.5 mm 以下，斜方輝石は長れ 0.5 

mm  以下で，融食を受けた形態を呈するものが多い． 

石基：斜長石，ガラス，単斜輝石，鉄鉱，斜方輝石． 

斜長石は長れ 0.2 mm 以下，単斜輝石は長れ0.1 mm 

以下である．鉄鉱はれ 0.05 mm 以下で，斜方輝石は長 

れ 0.1 mm 以下である．インターサータル組織を示す． 

 
礫岩（凝灰質砂岩及び安山岩火砕岩を伴う)(Nc) 

この岩相は，礫岩を主体とし，凝灰質砂岩及びデイサ 
イトないし安山岩組成の凝灰岩，火山礫凝灰岩及び凝灰 
角礫岩を伴う．安山岩-玄武岩の溶岩とは交し，本図幅 
地域南部及び西端部に分布する．特に高洲山層の最上部 
で卓越する．礫岩を構成する礫は高洲山層の火山岩類起 
源のものが多い．円磨度は円-亜角礫程度であるが，溶 
岩の直上などでは角礫となっている．礫れは変化が大き 
いが，一般に最大れ 20-35 cm 程度で，基質支持である. 

顕著な級化成層構造は見られず，塊状で無構造のことが 

多い．しばしば粒サリ礫になっている． 

礫岩に挟在する凝灰質砂岩及びデイサイトないし安山 

岩組成の凝灰岩，火山礫凝灰岩及び凝灰角礫岩は薄く， 

ふつう層厚数 m 以下である．凝灰質砂岩は一般に赤褐 

色，灰褐色を呈する．比較的良く淘汰されているが，し 

ばしば細礫を含む．多くは塊状で，ときに平行-斜交層 

理を示す．デイサイトないし安山岩組成の凝灰岩，火山 

礫凝灰岩及び凝灰角礫岩は一般に塊状で，淘汰が悪く， 

暗赤褐色を呈する．珠洲市馬渡では層厚 15 m 以上の輝 
石安山岩火山礫凝灰岩-凝灰角礫岩が 2 層あり，かんら 
ん石単斜輝石安山岩岩脈・シルが貫入している．この火 
山礫凝灰岩-凝灰角礫岩は側方への連続が悪く，地形的 
な凹地にのみ堆積した可能性が大きい． 

本層の礫岩は，神和住層及び東印内層最下部の礫岩と 
似ているため，孤立して分布している場合は識別が難し 
い．本報告では無斑晶安山岩の礫を含まないことで神和 
住層及び東印内層最下部の礫岩と区別した．これは本層 
中に無斑晶安山岩がほとんど見あたらないことによる． 
ただし，風化及び変質の著しい場合は高洲山層の輝石安 
山岩の斑晶に乏しい岩相と無斑晶安山岩との判別が難し 

第 10 図 高洲山層かんらん石含有輝石安山岩溶岩 
柳田村中斉の露頭．溶岩は自れ砕が進み，上下に火山角礫岩(流動角礫岩)が認められる．溶岩の上位及

び下位の砂岩はいずれも赤褐色化している． 
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く，また無斑晶安山岩の分布しない地域では礫岩の区分 
も困難なことがある． 

 
地域ごとの岩相の特徴 

輪島市東部-柳田村西部地域 

この地域の高洲山層は，久保(1953)の白坂山両輝石安 
山岩の一部，増田(1954)の高洲山火山岩類に相当する． 
斜方輝石単斜輝石安山岩溶岩及び貫入岩（Na）を主体と 
し，礫岩及び凝灰質砂岩(Nc)を挟む．南部の柳田村中斉 
付近には，かんらん石単斜輝石斜方輝石玄武岩-安山岩 
溶岩(No)が小規模に分布する．全体の構造は南東から 
北西に向かって上位の地層が10-20ﾟ北に傾斜して単調 
に粒なるが，数本の東北東-西南西方向の断層で断たれ 
ており，そこでは傾斜がやや急になり30-40ﾟとなる． 
南部の柳田村当目周辺では斜方輝石単斜輝石安山岩の溶 
岩が卓越するが，上位の柳田村北河内へ向かうにつれて 
礫岩及び同質の火砕岩を挟在するようになる．この地域 
の安山岩は，ときに石英及び黒雲母の捕獲結晶を含む． 
柳田村当目周辺では角閃石含有輝石安山岩を伴う．角閃 
石斑晶の量は少なく，肉眼的には角閃石を含まない輝石 
安山岩と区別がつかないことがある．かんらん石単斜輝 
石斜方輝石玄武岩-安山岩(No)は主に溶岩で，まれに貫 
入岩が見られる． 

輪島市忍町からその西方の「輪島」図幅内の小富士山, 

鉢伏山，高洲山にかけては，主に斜方輝石単斜輝石安山 

岩溶岩(Na)が，礫岩及び凝灰質砂岩(Nc)と互層してい 
る．東端部で忍閃緑岩の貫入を受け，一部に緑れん石が 
認められるなど著しく変質している．接触部では傾斜も 
40ﾟ前後と南方の当目周辺よりも急になっている．忍閃 

緑岩の周辺には溶岩と同質の岩脈やシルが多産する（第 
11 図）．その出現頻度は忍閃緑岩から離れるにつれて低 
下する．このことは，安山岩溶岩の噴出・貫入時期が忍 
閃緑岩の貫入時期とほぼ粒複していることを示唆する． 
安山岩の多くは斑晶に富み，斜長石，単斜輝石，斜方輝 
石，鉄鉱，まれに普通角閃石を含む．本図幅西端部から 
「輪島」図幅地域の輪島市小富士山周辺に分布する安山 
岩は，他と比べて斑晶が少なく，まれに少量のかんらん 
石を含むことがあるなどやや玄武岩に近い．ただし，変 
質が著しく，本図幅地域内での出現がわずかなため，本 
報告では斜方輝石単斜輝石安山岩溶岩を主とする岩相に 
一括した． 
珠洲市南部-内浦町地域 

この地域では，主にかんらん石単斜輝石斜方輝石玄武 
岩-安山岩(No)の溶岩と礫岩，凝灰質砂岩(Nc)の互層が 
分布する．馬渡東方の角閃石斜方輝石単斜輝石安山岩 
(Na)はひとつのまとまった岩体をなす．局所的に南傾 
斜も認められるが，全体としては 10－20ﾟ程度北に傾い 
ている． 

内浦町上周辺には数枚の溶岩が累粒しており，上位に 
30 m 以上の厚い凝灰質砂岩及び礫岩が粒なる．溶岩の 
上面は起伏に富み，礫岩はその起伏を埋めてレンズ状を 
なしていることが多い．内浦放牧場西方に分布する礫岩 
は，上部にまれにデイサイト凝灰岩を挟む． 
猫ヶ岳背斜地域 

この地域の高洲山層は，鈴木・久保(1953)の角間輝石 
安山岩層，石田・増田(1956)の角間火山岩類のそれぞれ 
一部に相当する．この地域に分布するのはかんらん石単 
斜輝石斜方輝石玄武岩-安山岩の溶岩を主体とする岩相 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 11 図 高洲山層の礫岩に貫入する輝石安山岩シル 
柳田村北河内北方，尾根の林道．礫岩(上）に貫入する塊状輝石安山岩シル(下）．境界は明瞭で，ほぼ平

滑である． 
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(No)で，同質の火山礫凝灰岩-凝灰角礫岩及び礫岩を挟 
む．猫ヶ岳周辺の溶岩はかんらん石の量がやや多く，見 
平岳周辺の溶岩はかんらん石に乏しい．このことは，こ 
れらが別個の 2 つの火山体をなしている可能性を示唆す 

る．全体に西方ほど石基の粒度が粗粒になる傾向がある. 

斑晶は細粒で，斜長石に富むが，ソーシュライト化が著 

しい．有色鉱はは完全に変質している．特に猫ヶ岳周辺 

では変質が著しい．猫ヶ岳東方で溶岩に挟まれる火山礫 

凝灰岩には角閃石輝石安山岩岩塊が含まれている． 

鞍崎背斜地域 

この地域の高洲山層は，鈴木・久保(1953)の角間輝石 

安山岩層，石田・増田(1956)の角間火山岩類のそれぞれ 

一部に相当し，鈴木・久保(1953)の鞍崎石英安山岩層を 

含む．この地域にはかんらん石単斜輝石斜方輝石玄武岩 

-安山岩(No)に区分したかんらん石含有輝石安山岩と礫 
岩及び凝灰質砂岩(Nc)が分布している．かんらん石含有 
輝石安山岩は主に溶岩で，塊状-火山角礫岩状を呈し， 
しばしば玄武岩-ドレライトの捕獲岩を含む．大谷町の 
海岸に産する火山角礫岩にはジグソー割れ目が認められ 
る．この他，珠洲市片岩町の海岸には数本の斜方輝石単 
斜輝石安山岩の岩脈またはシルが礫岩及び凝灰質砂岩 
(Nc)を貫いているが，小規模なため地質図では省略した. 

化石 高洲山層からの化石の産出は少ない．山野井 

(1989)は，柳田村中斉のシルト質泥岩から阿仁合型植は 

群に相当する花粉組成を報告している． 

年代 本図幅地域内の高洲山層及び周辺地域の“穴粒 

層”の放射年代を第 5 図に示す．内浦町滝ノ坊西方に分 

布するかんらん石含有単斜輝石斜方輝石安山岩貫入岩か 

ら 20.9±1.0 Ma の全岩 K-Ar 年代値が得られた(第 2  

表）．これは厚い火山角礫岩を貫く同質の岩脈として産 
するため，火山角礫岩の供給岩脈と判断し，年代測は試 
料としたが，後の時代の貫入岩である可能性もある．本 
層の放射年代は 29-20 Ma と非常に幅がある．ただし， 
高洲山層に貫入する忍閃緑岩からは，28.9±1.0 Ma の 
全岩 K-Ar 放射年代値が報告されている(柴田ほか， 
1984)ほか，高洲山層を覆う合鹿層から約 25 Ma の年代 
値が得られた(後述)．高洲山層及び“穴粒層”は一般に 
変質していることから，若い年代値はその影響を受けて 
いる可能性がある．したがって，高洲山層は漸新世に形 
成されたと考えられる． 

 
Ⅲ．2 忍閃緑岩(Sd) 

 
忍閃緑岩(Ishida，1959)は，輪島市忍町を中心とした 

半れ約 1.5 km の範囲に分布し，高洲山層の輝石安山岩 
溶岩，礫岩に貫入している．登坂(1986)は本岩体の岩相 
区分を行い，細粒石英閃緑岩，中粒-粗粒石英閃緑岩， 
細粒はんれい岩，粗粒はんれい岩及び細粒岩相の 5 相に 
区分している．それによると，忍閃緑岩は小規模ながら 

累帯構造を成しているようであるが，貫入関係などの詳 
しいは載はない．中心となる岩相は角閃石閃緑岩で，普 
通角閃石及び鉄鉱を普遍的に含むほか，黒雲母，単斜輝 
石を含むことが多い．しばしば変質が著しく，普通角閃 
石は緑泥石に変わっている．また，変質していない単斜 
輝石もポイキリティッ粒またはダイアレイジ状で，汚濁 
が著しい．ときに苦鉄質鉱はの量が多く，はんれい岩に 
近い岩質も認められる．岩体の周縁部は細粒閃緑斑岩- 
安山岩からなる．露出がよくないため明確ではないが， 
中心部の粗粒な岩相に漸移しているように見える． 

本岩体周辺の高洲山層は著しく変質し，一部では 2 次 
的に硫化鉱はが生成している(上松ほか，1995）．また， 
忍閃緑岩周辺の高洲山層には輝石安山岩貫入岩が多く見 
られる．これらのことや構成岩相から判断して，忍閃緑 
岩はそれらの給源となったマグマだまりをなしていた可 
能性がある． 

年代 忍閃緑岩からは，28.9±1.0 Ma の全岩 K-Ar 
放射年代値が報告されている(柴田ほか，1984)．この年 
代値は，周辺の高洲山層の年代値の多くよりも古く，忍 
閃緑岩の熱の影響を受けた高洲山層の年代が若返ってい 
ることを示唆する．忍閃緑岩の北東端部では，最も粗粒 
な岩相が東印内層の礫岩に覆われ，かつ礫として多量に 
取り込まれている．このことは，東印内層堆積時には忍 
閃緑岩が地表に露出していて閃 を受けたことを示して  
いる． 

 
岩石記載 黒雲母単斜輝石角閃石閃緑岩(NO496:GSJ 
R77934) 

産地：輪島市東山町南方． 

産状：貫入岩． 

主成分鉱は：斜長石，角閃石，鉄鉱，単斜輝石，黒雲母, 

石英． 

斜長石は 4.5 mm 以下で，多くは自形に近い．角閃石 

は 2.0 mm 以下で，変質が進み，一部は緑泥石に変わっ 

ている．鉄鉱と黒雲母はしばしば相伴って産し，黒雲母 

が鉄鉱を取り込んで成長していることがある．単斜輝石 

は 5.0 mm 以下で，汚濁が著しい．石英は他の鉱はの粒 

間を埋めている． 

副成分鉱は：スフェーン，ジルコン． 

 
Ⅲ．3 合鹿層(Gt, Gd) 

 
地層名 新称．合鹿層は，柳田村地域では保科(1984) 

の柳田層下部軽石凝灰岩部層にほぼ一致する(第 3 図)． 

また，Ishida(1959)及び絈野ほか(1965)の柳田層の一 
部に相当する．また，従来穴粒層の一部とされていた輝 
石デイサイトを含む． 

模式地 柳田村合鹿周辺． 
分布及び層厚 合鹿層は本図幅地域南部の柳田村合鹿 
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周辺に主に分布するほか，西端部の柳田村北河内西方， 
輪島市野田町にも分布している．本図幅地域内での最大 
層厚は約 200 m である． 

層序関係 柳田村久田及び桐畑では合鹿層の非溶結火 
山礫凝灰岩が高洲山層のかんらん石単斜輝石斜方輝石安 
山岩溶岩を覆っており，境界はやや凹凸に富んでいる． 
本図幅地域西部では，境界を直接観察できる露頭はない 
が，高洲山層の輝石安山岩溶岩に対し，合鹿層の溶結火 
山礫凝灰岩が非調和に粒なって分布している．また，本 
図幅地域南部では高洲山層の礫岩に，調和的に粒なって 

いる．このように高洲山層の様々な岩相を覆うことから, 

どれほどの時間的及び構造的な差があるのか明確ではな 

いが，両者は不整合関係にあると考えた． 

岩相 合鹿層は主に礫岩，砂岩及びシルト岩を挟在す 

る単斜輝石デイサイト火砕岩(Gt)からなり，輝石デイサ 
イト(Gd)を伴う． 

単斜輝石デイサイト火砕岩は，多くが溶結-非溶結の 
火山礫凝灰岩-凝灰岩からなる火砕流堆積はである．強 
溶結を示す下部，非溶結の上部からなる塊状の火山礫凝 
灰岩が主体をなし，基底に成層した凝灰岩（グラウンド 
サージ堆積は)を伴う(第 12 図）．フ粒ーユニットの厚さ 
は上限下限を確認できる例が少ないが，産状から判断し 
て一般に 20-30 m 程度である．溶結部と非溶結部の比 
率は一はせず，柳田村小間生では厚さ 20 m 以上に及ぶ 
溶結部の上位に，約 3 m の弱溶結部と約 2 m の非溶結 

部があるのが認められる．柳田村鈴ヶ峰の採石場跡では 
厚さ 8 m 以上の溶結部，約 6 m の弱溶結部，7 m 以上 
の非溶結部が観察できる(第 13 図）．溶結部は赤褐色-赤 
紫灰色を呈し，斜長石片に富む．断面では本質レンズが 
並ぶユータキシティッ粒構造を示し(第 14 図），本質レ 
ンズはときに長さ 20 cm 近くに及ぶこともある．新鮮 
な断面では本質レンズが見分けにくく，デイサイト溶岩 
と誤認しやすい．合鹿東方では溶結凝灰岩が部分的に角 
礫岩状にれ砕され，基質をその砕屑はと粘土鉱はが及塡 
している構造が観察されたが，これはスパイラ粒ルの一 
種と考えられる．非溶結部は淡灰褐色-淡紫灰色を呈し， 
塊状で，淘汰は一般に悪い．軽石がやや偏平化している 
こともある．フ粒ーユニット主部の火山礫凝灰岩は，れ 
数 cm 以下の安山岩もしくはデイサイトの石質岩片を含 
む．火砕流堆積はの基底をなすグラウンドサージ堆積は 
は，厚さ数 10 cm から 1 m 程度単位のほぼ平行な成層 
構造をなすことが多い．淡灰褐-淡黄褐色，ときに淡赤 

白色を呈する．細粒の火山灰と少量の軽石から構成され, 

淘汰は比較的良い．ときに火砕流堆積はの直下に降下堆 

積は起源と思われる淘汰の良い細粒凝灰岩を伴うことが 

ある．これらは塊状を呈するか，もしくは緩くは曲した 

層理が見られるほか，火山豆石を含むことがある．淡灰 

白色-淡黄緑褐色を呈する． 

砂岩，礫岩及びシルト岩は，一般に塊状で，層厚数 

m と薄い．側方への連続性は悪く，厚さ数 10 cm から 
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数 m のデイサイト軽石火山礫凝灰岩-凝灰岩を挟むこと 
がある．砂岩及び礫岩に挟在するデイサイト軽石火山礫 
凝灰岩-凝灰岩は塊状で，淘汰は比較的良い．礫岩の礫 

種は主に高洲山層の安山岩で，合鹿層起源の礫は少ない. 

輝石デイサイトは，珠洲市大谷町作ヶ平，柳田村久田 

東方及び東谷東方の限られた狭い範囲に分布する．基質 

がガラス質で，粗粒な斜長石斑晶及び集斑晶が目立つ． 

作ヶ平に分布する単斜輝石デイサイトは，流理が明瞭 

で，青灰色，風化して白色-紫灰色を呈する．周囲の高 

洲山層かんらん石輝石安山岩との関係はわかっていない 

が，分布形態から貫入岩の可能性が大きい．東谷東方の 

輝石デイサイトは火山角礫岩状で，粒粒ッ粒溶岩と考え 

られる．久田東方の輝石デイサイトは，露出が悪いため 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

産状は不明である．両者とも周囲の地層との直接の関係 
は観察できないが，本報告では，分布状況及び岩質から 
合鹿層に含めた． 

 
岩石記載 単斜輝石デイサイト（NO13:GSJ R77913) 

産地：珠洲市大谷町作ヶ平． 

産状：分布形態から貫入岩と考えられる． 

斑晶：斜長石，鉄鉱，単斜輝石． 

斜長石は長れ 3 .0 mm  以下で，ほぼ自形に近いもの 

が多い．累帯構造を呈するものを含む．鉄鉱はれ 0 .3 

m m  以下，単斜輝石は長れ 0 .7  m m  以下で，劈開に 

沿って粘土鉱は化している．集斑晶が見られる． 

石基：ガラス，斜長石，鉄鉱． 

斜長石は 0 .1 mm  以下，鉄鉱は微細で，ハイア粒ピ 

リティッ粒組織を示す． 

 
化石 本層からは珪化木，植は化石が産する． 
年代 柳田村多々羅の合鹿層デイサイト溶結火山礫凝 

灰岩から 24.5±1.5 Ma のジルコンのフィッション・ト 
ラッ粒年代が得られた(第 1 表）．また，珠洲市大谷町 

作ヶ平の輝石デイサイトから 25.2±1.3 Ma の全岩 K- 
Ar 年代が得られた(第 2 表）．これらの値は本層が後期 
漸新世末-前期中新世初頭に形成されたことを示唆する． 
柳田村小間生の溶結凝灰岩については，塚本(1988)に 
よって 14.5±0.5 Ma の全岩 K-Ar 年代が報告されてい 
るが，この値は後述の粟蔵層岩倉山流紋岩の年代値より 
も新しく，検討を要する． 

 

第 13 図 合鹿層の火砕流堆積は 
柳田村鈴ヶ嶺南方．デイサイト火砕岩の溶結部から非溶結部の断面．溶結部には柱状節理が発達し，強

溶結部には更に板状節理が発達する．非溶結部はほぼ均質無構造で，長れ 13 cm 以下の軽石片に富む．

崖の高さは約 20 m． 

第 14 図 合鹿層デイサイト溶結火山礫凝灰岩の断面 
柳田村合鹿南方．扁平なガラスレンズが目立

つ． 



― 20 ― 

 
Ⅲ．4 神和住層（Kg, Ks） 

 
地層名 新称．神和住層は，Ishida（1959)及び絈野 

ほか(1965)の柳田層の一部に相当し，保科(1984)が柳田 
村地域で柳田層中部無斑晶質安山岩部層とした地層にほ 
ぼ一致する(第 3 図）． 

模式地 柳田村神和住周辺及び黒川周辺． 

分布及び層厚 神和住層は神和住など主に本図幅地域 

南西部に分布するほか，南東部の内浦町山口ダム周辺， 

城ヶ崎にも小規模に分布している．層厚は最大 230 m 
程度である． 

層序関係 下位の合鹿層を整合に覆う．また，場所に 
よっては合鹿層の下位に位置する高洲山層を直接不整合 

に覆う．本図幅地域北部に分布する馬緤層とは層序関係, 

岩相及び放射年代からみて同時異相と考えられる． 

岩相 神和住層は無斑晶安山岩溶岩(Kg)と，砂岩，礫 
岩及びシルト岩(Ks)からなる．大局的には無斑晶安山岩 
溶岩の上位に砂岩，礫岩及びシルト岩がある(第 15 図). 

 
無斑晶安山岩（Kg） 

無斑晶安山岩はガラス質の緻密な安山岩で，斑晶量は 
ごく少ない．かんらん石を含有し，輝石を含有するもの 
としないものとがある．両者は相伴って産し，野外での 
判別は困難である．保科(1984)によれば，両者の化学組 
成に大きな違いはない．かんらん石は一般に粘土鉱はに 
変質している． 

無斑晶安山岩の多くは，塊状及び火山角礫状で，上下 
に流動角礫岩を伴う粒粒ッ粒溶岩の産状を呈する(第 16 

図）．塊状部には顕著な板状節理が発達することがある． 
火山角礫岩部の岩塊は，しばしば多量の気泡を含み，そ 
の形態は伸張したものが多い．新鮮なものは暗青褐色を 
呈し，れ断面にはガラス光沢があるが，風化して脱ガラ 
ス化しやすい．溶岩流の 1 フ粒ーユニットの厚さは 
15-20 m 程度で，厚さ数 m 以下の礫岩や砂岩を挟むこ 
とがある． 

地質図では主に凝灰質砂岩，礫岩及びシルト岩からな 
る岩相(Ks)を，無斑晶溶岩を主とする岩相とは区分して 
示しているが，両者はは交関係にある．柳田村神和住で 
は凝灰質砂岩を覆う無斑晶安山岩溶岩の末端部が観察で 
きる，溶岩は西方へと連続し，それが西方から東方へ流 
動したことを示している．柳田村黒川では，数枚の溶岩 
流が上部を砂岩及び礫岩(Ks)に覆われるが，その砂岩及 
び礫岩中にも無斑晶安山岩溶岩が挟在している様粒が観 
察できる． 

 
岩石記載 かんらん石含有無斑晶安山岩(NO155A: 
GSJ R77918) 

産地：柳田村神和住東方． 

産状：溶岩の塊状部． 

斑晶：かんらん石． 

斑晶はごくまれにかんらん石が含まれるのみである． 

1.0 mm 以下の粒状で，反応縁をもち，完全に変質して 

いる． 

石基：斜長石，ガラス，斜方輝石，単斜輝石，鉄鉱． 

ガラスはやや脱ガラス化が進んでいる．斜長石は 0.5 

mm 以下，斜方輝石は 0.5 mm 以下，単斜輝石は 0.08 

mm 以下，鉄鉱は 0.02 mm 以下である．鉄鉱は針状の 

形態を呈するものが多く，イルメナイトと考えられる． 

ハイア粒ピリティッ粒-インターサータル組織を示す． 

 
凝灰質砂岩，礫岩及びシルト岩(Ks) 

凝灰質砂岩，礫岩及びシルト岩を主とする岩相は，神 
和住層分布域各地に見られる．主体となる岩相は地域に 
より変化が著しい．無斑晶安山岩(Kg)の上位に厚く発達 
することが多く，層厚はときに 60 m 以上に及ぶ．上述 
のように，その一部は無斑晶安山岩溶岩と同時異相であ 

る．無斑晶安山岩溶岩の直上及び側方では礫岩が卓越し, 

無斑晶安山岩溶岩から離れると砂岩が主体となる傾向が 

認められる．本岩相が厚い地域では塊状の礫岩から成層 

した砂岩及びシルト岩へと上方細粒化していることがあ 

る(第 15 図）． 

礫岩は一般に塊状で，基質支持である．礫はほとんど 

が下位または側方の安山岩に由来する．礫れは最大れ 
30 cm 程度，円-亜円礫程度の円磨度のことが多い．高 
洲山層と接する付近では，例外的に礫支持の亜角-亜円 
礫岩が発達する．柳田村四ッ谷南方では合鹿層デイサイ 
ト溶結凝灰岩の岩塊からなる角礫岩が観察される(第 17 

図）．これらは崖錐性の堆積はと考えられる． 

砂岩は数cm-数10cm単位で成層し，しばしばトラ 
フ型斜交層理を示す．軽石片を多量に含むことがあり淡 
褐色-淡黄褐色，淡赤褐色を呈する． 

シルト岩は塊状である場合と，数 cm-15 cm 単位で 
成層する場合とがある．淡灰白色，淡黄褐色，淡赤褐色 
を呈する．ときに植は化石を多産する． 

本岩相は，厚さ数 m 以下のデイサイト軽石火山礫凝 
灰岩-凝灰岩及び亜炭層を挟むことがある．デイサイト 
軽石火山礫凝灰岩-凝灰岩は塊状で淘汰が悪く，火砕流 
堆積はと考えられる．柳田村四ッ谷では，基底部に多数 
の炭化木を含んでいる． 

化石 本層からの化石の産出は少ないが，神和住周辺 
では凝灰質砂岩及びシルト岩から植は化石が産する(第 

3 表）．鑑は者の植村和彦博士(は立科学博は館)による 

と，これは，一見すると阿仁合型植は群に類似するが， 
双粒葉植はが粒生草本の Terapa を除いてすべて落葉の 
広葉樹であることや，マツ科針葉樹が多様で産出量も多 
いことから，温帯性の化石群とみることができる．最も 
多産するのは Quercus miovariadilis で，Liquidambar 
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第 16 図 神和住層無斑晶安山岩粒粒ッ粒溶岩 
柳田村黒川の採石場．無斑晶安山岩溶岩は一般に塊状部(写真上部)と火山角礫岩(写真下部)からなる．

この露頭ではハンマーの位置で火山角礫岩の色及び基質の量に違いがあり，粒なっている 2 枚の溶岩流

の境界が識別できる． 

第 17 図 神和住層の角礫岩 
柳田村四ッ谷南方(露頭位置は第 51 図参照）．この露頭では(1)神和住層角礫岩，(2)神和住層礫岩，(3)

宝立山層デイサイト火砕岩及び(4)現在の崖錐が観察される．(1)神和住層角礫岩は淘汰が悪く，れ数 m
以下の合鹿層デイサイト溶結凝灰岩の角礫のみからなる．礫支持ときに基質支持で，基質も同じ溶結凝

灰岩の砕屑はからなる．(2)神和住層礫岩は，下部に最大 5 m 厚の礫密集部を伴う．礫種は神和住層無

斑晶安山岩で，礫密集部では亜角-角礫，一般には亜円程度の円磨度を示す．一般に基質支持である．

(3)宝立山層デイサイト火砕岩は，火山ガラス，軽石及び少量の石質岩片からなる．(1)の角礫岩は，そ

の産状から崖錐性の角礫岩と考えられ，この露頭の南側に北落ち正断層（第 51 図の F3）が推はされる．

崖の高さは約 20 m． 
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miosinica も普通に産する．この 2 種と産出量は少ない 
が Parrotia pristina をあわせた 3 種は，は島型植は群に 
特徴的な要素である．したがって，本化石群はは島型植 
は群の一型とみることができる． 

年代 無斑晶安山岩の全岩 K-Ar 放射年代として，柳 
田村四ッ谷から 19.7±0.5 Ma（柴田ほか，1981），柳田 
村黒川付近から 21.1±0.6 Ma，19.3±0.6 Ma，22.8± 
0.7 Ma，柳田村神和住から 19.6±0.6 Ma（塚本，1988) 

の報告がある．これらの年代値は，下位の合鹿層及び高 

洲山層の年代値より明らかに若く，層序関係と調和的で 

ある．したがって，これらの放射年代から，神和住層の 

地質時代は前期中新世前期-中期初頭と考えることがで 
きる． 

 
Ⅲ．5 馬緤層（Mb, Ma, Mm） 

 
地層名 新称．石田・増田(1956)の東印内層折戸部層 

及び船山(1988)の折戸層の下部，Kano et al.（2002)の 

unit 1 及び unit 2 に相当する(第 3 図）． 
模式地 珠洲市馬緤町の大崎から烏川河口． 
分布及び層厚 馬緤層は主に本図幅地域北部の珠洲市 

馬緤町から折戸町にかけて分布する．また，珠洲市三崎 
町寺家及び三崎町小泊の海岸にも露出する．層厚は模式 
地付近で 140 m 以上である． 

層序関係 馬緤層の下限は不明であるが，上位は宝立 
山層に覆われ，一部では宝立山層を欠いて東印内層に覆 
われる．馬緤層は本図幅地域南部に分布する神和住層と 

ほぼ同じ放射年代を示し，また同様に宝立山層に直接覆 
われることから，両者は同時異相と判断される． 

岩相 馬緤層はかんらん石含有斜方輝石単斜輝石安山 
岩(Mb)，斜方輝石含有単斜輝石安山岩(Ma)，礫岩，砂 
岩，安山岩-デイサイト火砕岩及び泥岩(Mm)からなる． 
前 2 者は別々の地域に分布し，礫岩，砂岩，安山岩-デ 
イサイト火砕岩及び泥岩とはは交関係にあるが，いずれ 
も下部に卓越する． 

 
かんらん石含有斜方輝石単斜輝石安山岩(Mb) 

かんらん石含有斜方輝石単斜輝石安山岩は，細粒の斜 
長石斑晶に富む溶岩及びシルである．珠洲市木ノ浦から 
馬緤町赤神に分布し，木ノ浦周辺及び分布西部の馬緤町 
赤神周辺で特に厚い．暗褐色，暗緑褐色-暗青褐色を呈 
する．一般に変質が著しく，気泡をシリカ鉱はや炭及及 
鉱はが埋めている．馬緤町大崎に見られる最下部の溶岩 
には赤褐色に変色した火山角礫岩(粒リンカー)が認めら 
れるが(第 18 図），その上位にあたる赤神の溶岩には普 

遍的にジグソー割れ目が認められ(第 19 図），粒冷れ砕 

を受けていることがうかがえる．0.2-1 mm 大の斜長石 
に富み，単斜輝石，斜方輝石，かんらん石(完全に変質) 
斑晶を含む．基質はガラス質で，少量のイルメナイトを 
含むなど，神和住層の無斑晶安山岩に似ている． 

 
岩石記載 かんらん石含有斜方輝石単斜輝石安山岩 
(NO07:GSJ R77910) 

産地：珠洲市馬緤町大崎． 
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産状：溶岩の塊状部． 

斑晶：斜長石，単斜輝石，斜方輝石，変質苦鉄質鉱は 

(かんらん石）． 

斜長石は長れ 1.0 mm 以下，単斜輝石は長れ 1.0 mm 

以下，斜方輝石は長れ 1.2 mm 以下で，長-短柱状を呈 

する．かんらん石は反応縁をもち，完全に変質してい 

る． 

石基：ガラス，斜長石，輝石，鉄鉱． 

ガラスは脱ガラス化が進んでいる．斜長石は 0.1 mm 

以下，輝石は 0.05 mm 以下で，ほぼ完全に変質してい 

る．鉄鉱は 0.02 mm 以下で，一部は針状の形態を呈し， 

イルメナイトと考えられる．ハイア粒ピリティッ粒組 

織を示す． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 18 図 馬緤層かんらん石含有斜方輝石単斜輝石安山岩のアア溶岩 
珠洲市馬緤町大崎．2 枚の溶岩流の境界部に当たり，(1)が下位の溶岩の上部流動角礫岩，(2)が上位の

溶岩の下部流動角礫岩，(3)がその塊状部である．塊状部には流理が見られるが，写真左上に向かって

緩く突き上げた形態を呈し，ランプ構造をなしている．流動角礫岩は赤褐色化しており，高温及化を受

けたことを示唆する． 

第 19 図 馬緤層かんらん石含有斜方輝石単斜輝石安山岩の粒底粒粒ッ粒溶岩 
珠洲市馬緤町赤神海岸汀線．溶岩の火山角礫岩部にジグソー割れ目が発達している．割れ目を埋めてい

る白色部は炭及及鉱は． 
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斜方輝石含有単斜輝石安山岩(Ma) 
斜方輝石含有単斜輝石安山岩粒粒ッ粒溶岩を主体とす 

る岩相である．珠洲市山伏山北方に分布する．一部には 
斜方輝石単斜輝石安山岩(Mb)に似た輝石安山岩の貫入 
岩，神和住層の無斑晶安山岩(Kg)に似たかんらん石玄武 
岩質安山岩溶岩，斑晶に乏しいデイサイト-安山岩岩脈 
を伴う．溶岩の多くは 1 ユニットの厚さが数 m 程度で, 

暗褐色-暗青褐色を呈する．塊状部には柱状及び板状節 

理が発達することが多く(第 20 図A），一方で火山角礫 
岩との漸移部にはしばしばジグソー割れ目が認められる 
(第 20 図B）．一般に変質が著しく，気泡をシリカ鉱は 
や炭及及鉱はが埋めている．斑晶に斜長石，単斜輝石， 
ときに斜方輝石を含む．斑晶量や基質の粒度はやや多様 
であるが，多くは斑晶に乏しく，細粒を岩相を呈する． 

 
岩石記載  単斜輝石斜方輝石安山岩(N O 7 5 :G S J 
R77914) 

産地：珠洲市狼煙新町東方． 

産状：溶岩の塊状部． 

斑晶：斜長石，斜方輝石，単斜輝石． 

斜長石は長れ 1.2 mm 以下で，累帯構造を示すもの， 

融食形を呈するものを含む．斜方輝石は長れ 1.5 mm 

以下，単斜輝石は長れ 0.6 mm 以下で，長-短柱状を呈 

する．ときに集斑晶をなす． 

石基：ガラス，斜長石，斜方輝石，単斜輝石． 

ガラスはほぼ新鮮である．斜方輝石及び単斜輝石は 

0.05 mm 以下で，ハイア粒ピリティッ粒組織を示す． 

 
礫岩，砂岩，安山岩-デイサイト火砕岩及び泥岩（Mm） 

本岩相は，珠洲市高屋町から馬緤町にかけての海岸と, 

珠洲市三崎町寺家，珠洲市三崎町小泊の海岸に分布する. 

珠洲市高屋町から馬緤町にかけての海岸ではかんらん石 
含有斜方輝石単斜輝石安山岩(Mb)とは交する．珠洲市 
三崎町寺家には礫岩，砂岩及び泥岩が，珠洲市三崎町小 
泊の海岸にはデイサイト火砕岩-礫岩のみが分布する． 

珠洲市高屋町から馬緤町にかけての海岸で見られるよ 
うに，礫岩，砂岩及び泥岩は安山岩-デイサイト火砕岩 
とともに本層の上部を占めると考えられる(第 21 図)． 
礫岩は溶岩に近いところに多く，溶岩から離れるに従っ 
て砂岩，泥岩が卓越するようになる．礫岩は青褐色，灰 
褐色を呈し，礫支持ときに基質支持である．構成礫は近 
くに分布する馬緤層の安山岩溶岩に由来し，円磨度は 
円-亜円礫程度，礫れは 5-25 cm，最大では 50 cm 程度 
である．砂岩は淡褐色，灰緑褐色を呈し，淘汰はやや不 
良からやや良で，炭質はに富むことがある．一般に平行 
層理が明瞭でトラフ型斜交層理を示すこともある．とき 
に 1-2 cm 大の硫化鉄鉱コン粒リーションを含む．泥岩 
には比較的淘汰の良いシルト岩と，淘汰の悪い泥岩があ 
り，シルト岩は通常は淡青灰色，淡灰褐色を呈し，砂岩 
と互層する．泥岩は暗灰色-暗緑褐色を呈し，塊状であ 
る． 

安山岩-デイサイト火砕岩は一般に火山礫凝灰岩-凝灰 
角礫岩で，緑褐色，灰褐色を呈する．高屋町から馬緤町 
の海岸に分布する 2 層の安山岩-デイサイト火砕岩は側 
方へよく連続している（第 21 図）．これらは火山岩塊， 
火山礫の密集した塊状の下部と，成層構造を呈するより 
細粒な上部の組み合わせからなる．下部には周囲よりも 
細粒火山灰に乏しく，かつ，粗粒な火山礫-岩塊が濃集 
したパイプ状または不は形の脱ガス構造が認められるほ 
か，下位の砂岩やシルト岩，泥岩の偽礫を含む．上部は 
相対的に軽石に富む．馬緤町赤神では下位の安山岩-デ 
イサイト火砕岩最上部は厚さ約 20 cm の凝灰岩からな 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 20 図 馬緤層斜方輝石含有単斜輝石安山岩(Ma)の産状 
A．珠洲市珠洲岬能登双見の安山岩粒底粒粒ッ粒溶岩．露頭最下部に火山角礫岩が見られるほかは，大

部分が塊状部からなる．塊状部下部には流理とそれに垂直な柱状節理が発達する． 
B．A の右下部にあたる火山角礫岩の拡大写真．火山角礫岩部の厚さは 0.5-1 m 程度で，塊状部との漸

移部にはジグソー割れ目が発達している． 



― 26 ― 

り，数 mm-1 cm 大の火山豆石を含む．これらの特徴か 
ら，安山岩-デイサイト火砕岩はきわめて浅い粒底には 
置した火砕流堆積はと考えられる．なお，馬緤町赤神海 
岸の安山岩-デイサイト火山礫凝灰岩には溶結凝灰岩岩 

塊が含まれているが，現在の地表の分布域では周辺地域 
に溶結凝灰岩は認められず，その起源は不明である． 

化石 赤神の海岸でかんらん石含有斜方輝石単斜輝石 
安山岩溶岩に挟在する砂岩から，Anadara sp.,Conus 
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(Chelyconus) tokunagai  及び Placopecten sp. cf. P. 
nomurai  の，泥岩からは Anadara cf. watanabei, Cras- 
satellites osawanoensis, Dosinia cf. kawagensis  及び 
Mizuhopecten kibiyamai  の海棲貝化石が，安山岩-デイ 
サイト火砕岩に挟在する砂岩からは生痕化石の 
Ophiomorpha  が，また，シルト岩及び泥岩から海棲も 
しくは淡粒棲のし し藻化石が産する (Kano et al., 
2002)．Ishida(1959)によれば，三崎町寺家上野の礫岩 
砂岩互層(Ishida，1959 の区分では穴粒層)の砂岩中から 
有孔虫化石が産する．珠洲市高屋町及び馬緤町に分布す 
る砂岩及び泥岩からはし し藻及び花粉化石が産出し，  
このうち花粉化石はは島型化石植は群に対比される 
(Kano et al., 2002)．Ishida（1970)は本報告の馬緤層と 
宝立山層に相当する地層から得られた植は化石群集をは 
載し，これを狼煙化石植は群と命はするとともに，は島 
型化石植は群に対比している．藤・河合(1982 a)及び山 
野井(1989)はそれぞれ珠洲市高屋町から得られた花粉組 
成を調べているが，これらは本報告の馬緤層層準に相当 
する可能性が大きい．藤・河合(l982 a)は分析の結果， 
当時の気候を現在より年平均気温が 2 ℃は高かったこと, 

及びかなり湿度の高かったことを推はしている．また， 

その植は群は，湖沼近辺及び氾濫原群集が約 70％，谷 

壁斜面群集が約 50％，山地群集が約 5％であると報告し 

ている．山野井(1989)は現在よりやや暖かい程度の古気 

候を推はしている．ただし，山野井(1989)は藤・河合 
(l982 a)の花粉分析結果は再現性に乏しいとしている． 
Kano et al.（2002)が報告した unit 2 の花粉化石群集 
(小布施明粒，未公表)は山野井の結論をは示しているよ 
うに見える． 

年代 馬緤層からはは島型植は群に対比される狼煙植 
は群が産する．は島型植は群は，約 22 Ma（鹿野・柳沢, 

1989)または約18 Ma（植村，1993)に出現し，13-14 Ma 
に消滅したといわれている． 

かんらん石含有斜方輝石単斜輝石安山岩の全岩 K-Ar 
放射年代として，珠洲市高屋町岳山から 19.4±0.7 Ma, 
珠洲市馬緤町大崎から 19.1±0.6 Ma，19.7±0.7 Ma， 
22.0±0.6 Ma，珠洲市赤神海岸から 18.9±1.0 Ma， 
22.7±0.8 Ma，27.8±1.0 Ma の年代値が報告されてい 
る(Kano et al., 2002)．また，斜方輝石含有単斜輝石安 
山岩全岩の K-Ar 放射年代として，珠洲岬北岸の安山 
岩から 19.9±0.7 Ma 及び 21.1±0.6 Ma の年代値が報 
告されている(塚本，1988)． 

そのほか，安山岩-デイサイト火砕岩のジルコンの 
フィッション・トラッ粒年代として，珠洲市赤神の 2 層 
の火山礫凝灰岩からそれぞれ 17.1±1.2 Ma，17.8± 
1.3 Ma，馬緤町大崎の 2 層の火山礫凝灰岩からそれぞ 
れ 19.4±1.6 Ma，17.6±1.3 Ma の年代値が報告され 
ている(Kano et al., 2002)．また，珠洲市高屋町小浦出 
の火山礫凝灰岩から，21.3±1.4 Ma，18.2±1.8 Ma， 

16.6±1.3 Ma の年代値が報告されている(Kano et al., 
2002)． 

馬緤層から得られた放射年代には測は方法により違い 
があり，全岩 K-Ar 放射年代とジルコンのフィッショ 
ン・トラッ粒年代では前者の方がより古い年代値を示す. 

しかし，馬緤層から得られたジルコンのフィッション・ 
トラッ粒年代は上位にある宝立山層のジルコンのフィッ 
ション・トラッ粒年代と同じか若く(後述），さらに上位 

にある東印内層，粟蔵層の生層序学的位置づけや放射年 
代にも矛盾する(Kano et al., 2002)．本報告では全岩 K- 
Ar 放射年代の方が実際の年代に近いと考え，馬緤層の 
地質時代を神和住層と同様に前期中新世前期-中期初頭 
とする． 

塚本(1988)によれば，珠洲市三崎町小泊の安山岩は 
55.9±1.7 Ma の全岩 K-Ar 年代を示す．しかし，小泊 
には馬緤層の礫岩は分布するが溶岩あるいは貫入岩は見 
られない．したがって，この古い年代については礫岩中 
の礫の年代と考えておく． 

 
Ⅲ．6 宝立山層（Rt, Rr） 

 
地層名 新称．宝立山層は柳田層(Ishida，1959；絈野 

ほか，1965)の一部に相当し，柳田村地域では柳田層上 
部軽石凝灰岩部層(保科，1984)にほぼ一致する(第 3 図). 
また，徳成凝灰岩累層(長浜，1951)，徳成層（増田， 
1954；石田・増田，1956；船山，1988）を含む． 

模式地 デイサイト火砕岩の模式地は，下部から上部 
まで連続して観察できる輪島市町野町寺山から宝立山に 

至る林道とする．デイサイト溶岩及び貫入岩の模式地は, 

良好な露出のある内浦町布浦赤崎付近の海岸とする． 
分布及び層厚 宝立山層は宝立山周辺をはじめ，本図 

幅地域南西部の柳田村，南部の内浦町松は周辺，北部の 
珠洲市山伏山ドーム，高屋背斜南翼，珠洲市石神町周辺, 
珠洲市見平岳西方など各地に分布する．特に宝立山周辺 
では分布が広く，層厚は 300 m 以上に及ぶ．本図幅南 
部の地域では北東-南西から東西方向の多数の断層に断 
たれており，層厚は内浦町不動寺では最大 90 m 程度， 
柳田村黒川や神和住では最大 80 m 程度である．北部の 
地域では，珠洲市山伏山西方で最大 160 m，折戸町付近 
で最大 100 m あるが，他では数 10 m 以下である． 

層序関係 下位の神和住層及び馬緤層を整合に覆い 
(第 15 図），合鹿層及び高洲山層を不整合に覆う． 

岩相 宝立山層は主にデイサイト凝灰岩，軽石火山礫 

凝灰岩及び凝灰角礫岩からなり，その再堆積はであるシ 

ルト岩，砂岩及び礫岩を挟む(第 22 図及び第 23 図）．デ 

イサイト火砕岩(Rt)として一括したこの岩相は輝石デイ 
サイト-流紋岩溶岩及び貫入岩(Rr)を伴う．輝石デイサ 
イト-流紋岩溶岩及び貫入岩(Rr)の分布は偏っており， 
内浦町城ヶ崎から珠洲市 島まで飯田湾に沿って分布す  
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るほか，山伏山にも認められる． 
 

デイサイト火砕岩（Rt） 
デイサイト火砕岩(Rt)の大部分は凝灰岩，軽石火山礫 

凝灰岩及び凝灰角礫岩で構成される火砕流堆積はである. 

主たる構成はは火山ガラス片と軽石片で，石質岩片を伴 

う．一般に緑色を帯び，灰緑色，淡(黄)緑色，淡-暗灰 

色を呈するが，乾燥すると淡黄褐色を呈する．変質して 

暗緑-緑褐色を呈する． 

火砕流堆積はの主部は塊状で淘汰の悪い軽石火山礫凝 

灰岩-凝灰角礫岩で，その基底部に平行層理または斜交 

層理が見られることがある(第 24 図)．フ粒ーユニット 

の厚さは通常 10 m 以上で，40 m 以上に達する場合も 
ある．軽石は通常は数 cm から 10 cm 大程度で，とき 
に 30 cm 以上に及び，上部に濃集する傾向が認められ 
る．軽石の中には淡黄褐色部と暗紫褐色部が縞状構造を 
呈するものがある．石質岩片は通常 5 cm 大以下で，と 
きに数 10 cm に及び，基底部に濃集する傾向が認めら 
れる．その多くは斑晶に乏しいデイサイトで，肉眼的特 
徴が後述の輝石デイサイト-流紋岩とよく似ている．柳 
田村地域では高洲山層及び神和住層の火山岩類起源の石 
質岩片を含む．特に大箱-下当目では，8 m 大を越える 
無斑晶安山岩岩塊が含まれていることがある．しばしば 
周囲よりも粗粒な岩片が濃集したパイプ状-不は形の脱 
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ガス構造があり(第 25 図)，ときに炭化木及び珪化木を 
含む．「内浦町不動寺の珪化木群」は道路の工事中に発 
見された大量の珪化樹幹群で，県のはははははにははさ 
れている(石川県教育委員会，1990)． 

火砕流堆積はの主部をなす厚い塊状軽石火山礫凝灰 
岩-凝灰角礫岩の下位及び上位には，グラウンドサージ， 
火山灰雲サージ及び降下火砕堆積はに相当する凝灰岩- 
軽石火山礫凝灰岩が認められることが多い．それらは， 
厚さ 1-5 m で，一般に淡灰白色，淡黄褐色を呈する． 
ほぼ平行層理もしくは低角の斜交層理を示し，細粒の火 
山灰-火山礫からなる．淘汰はやや良好で，少量の軽石 
及び岩片を含む． 

凝灰岩-軽石火山礫凝灰岩の中には，淡灰褐色-淡灰白 
色，淡黄褐色を呈し，発泡不良の石質岩片に富み，ほぼ 
平行から低角の斜交層理が発達するものがある(第 26 
図)．淘汰はやや良好から良好で，層厚の薄いものほど 
良く，ときに多量の火山豆石を含む．これらはマグマ粒 
蒸気爆発起源の火砕サージ及び降下堆積はと考えられる. 

シルト岩，砂岩及び礫岩は，凝灰質で，デイサイト火 

砕岩に由来すると思われる軽石や火山ガラス片，結晶片 

からなる．シルト岩は，淡黄褐色，白色-淡紫褐色を呈 
し，厚さ 2-10 cm の薄層をなす．しばしば葉理に沿っ 
て保存の良い植は化石を含む．砂岩は淡-暗褐色，灰褐 
色，淡黄褐色を呈し，成層構造を示すことが多い．礫岩 
は一般に塊状で，4-30 cm 大の円-亜角礫からなり，基 
質支持ときに礫支持である．礫種は神和住層及び馬緤層 
の安山岩が主体で，高洲山層の安山岩-玄武岩を伴う． 

 
輝石デイサイト-流紋岩溶岩及び貫入岩（Rr） 
輝石デイサイト-流紋岩は，デイサイト火砕岩(Rt)に 

挟在またはこれに貫入して溶岩ドームをなす．斑晶に乏 
しいものと斑晶に富むものとがあるが，予察的な XRF 
分析では共に SiO2 が約 70％で，デイサイトと流紋岩の 
境界付近の組成を示す． 

内浦町赤崎，城ヶ崎，珠洲市上戸町寺社北西方などに 
分布するデイサイト-流紋岩は，斑晶に乏しく，微量の 
斜長石のほか，ごくまれに鉄鉱，輝石を含む．石基はほ 

ぼガラスのみで，真珠岩状割れ目が発達することがある. 

一般に気泡が多い．灰白色-青灰色，淡黄褐色を呈し， 

風化により淡榿褐-紫灰色を呈する． 

内浦町赤崎-城ヶ崎の岩体は流理が発達し，赤崎では 

本層のデイサイト凝灰角礫岩，城ヶ崎では神和住層の無 

斑晶安山岩溶岩に貫入している．いずれも母岩との境界 

部はガラス質で，ジグソー割れ目が認められる．赤崎で 

は境界部で母岩の砕 はと溶岩のれ片とが混じり合って  

いる(第 27 図）． 

斑晶に富むデイサイト-流紋岩は珠洲市宝立町鵜島， 

同町柏原-黒峰，法住寺西方-春日野春春，石坂西方， 

島町などに分布する．赤褐色，暗青灰色，暗青-緑色， 

暗紫緑色を呈する．斑晶は斜長石，輝石，鉄鉱で，斜長 

石斑晶は自形の形態をよく残している．ガラス質で，し 

ばしば著しい流理を呈する．春日野春春では本層のデイ 

サイト軽石火山礫凝灰岩に貫入しており，岩体の西縁部 

で接触部が確認できる．一方，この岩体の東部の一部で 

は本層の凝灰角礫岩や礫岩に覆われており，本層の形成 

期に貫入岩体の項部が地表近くのかなり浅いレベルもし 

くは地表にまで達していたことを示唆する． 

珠洲市山伏山の岩体は，分布が他から孤立してはいる 

が，岩質や産状及び産出層準が共通していることから宝 

立山層に含めた．ガラス質で斑晶に乏しく，流理が認め 

られ，灰白色-青灰色，淡黄褐色を呈する．この岩体の 

上部にはランプ構造とジグソー割れ目が認められ，頂部 

で火山角礫岩に移化している．周囲の地層との関係は確 

認できないが，その産状と地形から判断してドームをな 

していると考えることができる． 
 

岩石記載 単斜輝石斜方輝石デイサイト(NO151A： 
GSJ R77917) 

産地：珠洲市春日野春春． 
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産状：溶岩ドーム． 

斑晶：斜長石，斜方輝石，単斜輝石，鉄鉱． 

斜長石は 2 .5 mm  以下で，累帯構造を呈するものが 

多い．斜方輝石は長れ 2 .0 mm  以下で，完全に変質し 

ている．単斜輝石は長れ 1 .0 mm  以下で，短柱状を呈 

する．鉄鉱は 0 .5 mm  以下である．しばしば集斑晶が 

見られる． 

石基：ガラス，斜長石，鉄鉱，輝石． 

ガラスはほぼ新鮮である．斜長石は 0 .1 mm  以下， 

鉄鉱は 0 .01 mm  以下，輝石は 0 .05 mm  以下で完全に 

変質している．ハイア粒ピリティッ粒組織を示す． 

 
岩石記載 デイサイト(NO114：GSJ R77915） 

産地：内浦町布浦赤崎． 

産状：溶岩ドーム． 

斑晶：斜長石． 

斑晶量はごく少ない．斜長石は長れ 1 .2 mm  以下で 

ある． 

石基：ガラス． 

ガラスはほぼ新鮮である．大小多数の気泡が認めら 

れ，不規則に流動した形態を示す． 

 
化石 本図幅地域北部に分布する宝立山層では，デイ 
サイト火砕岩に挟在するシルト岩から植は化石が産する. 

Ishida (1970)は本報告の馬緤層と宝立山層に相当する 
地層から多数の植は化石をは載し，それらを狼煙化石植 
は群と命はし，は島型植は群に対比した． I s h i d a 
(1970)はこのシルト岩から海棲-汽粒棲の珪藻化石を報 
告しているが，今回の調査では確認できなかった．ただ 
し，Ishida(1970)が海棲-汽粒棲と判断した珪藻化石は, 

現在の湖沼性珪藻化石層序(たとえば，Krebs，1994)か 
ら判断するとすべて淡粒棲種である可能性が高い．山野 
井(1989)は，本報告の宝立山層に相当する珠洲市山伏山 
東方，折戸町の凝灰質泥岩の花粉組成を調べ，現在より 
やや暖かい程度の古気候を推はしている． 

年代 宝立山層のジルコンのフィッション・トラッ粒 
年代として，最下部の珠洲市宝立町泥ノ木の弱溶結軽石 
火山礫凝灰岩から 19.5±0.9 Ma，柳田村寺分の軽石火 
山礫凝灰岩から 16.4±1.1 Ma，内浦町不動寺の軽石火 
山礫凝灰岩から 17.3±0.8 Ma，内浦町比那仏穴のデイ 
サイトから 18.2±1.6 Ma の年代値が得られている(第 

1 表)．これらの放射年代値はややばらつきが大きいが, 

宝立山層を不整合に覆う東印内層及び法住寺層の微化石 

年代を考慮すると，宝立山層は 19.5-18 Ma 頃，すなわ 
ち，前期中新世中-後期に形成されたと考えられる．な 
お，柴田ほか(1981)は珠洲市宝立町柏原の柳田層溶結凝 
灰岩から，15.2±0.6 Ma の全岩 K-Ar 放射年代値を報 
告している．この試料は，宝立山層のデイサイト-流紋 

第 24 図 宝立山層の火砕流堆積は基

底部 
柳田村寺分の露頭．厚さ 10

m  以上に及ぶ火砕流堆積は

が，トラフ型斜交層理の発

達する凝灰質砂岩を覆って

いる（境界はハンマーの直

上）．火砕流堆積はの基底

1 .5-2 m  にはやや不明瞭な

斜交層理が見られ，多数の

炭化木を含んでいる． 
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岩と思われるが，この年代値は宝立山層を不整合に覆う 
法住寺層の珪藻化石年代(下限が約  16.5 Ma)と調和し 
ない． 

 
Ⅲ．7 貫入岩（D） 

 
高洲山層から宝立山層にかけて，多数の苦鉄質シル， 

岩脈または岩株がこれらの地層群に貫入している．それ 
らのうち，忍閃緑岩など活動時期が明らかなもの及び溶 
岩に移化するなど野外での産状から活動時期が判はでき 
るものについては，対応する地層として扱いは述した． 
しかし，それ以外の活動時期が特はできないものについ 
ては，本報告では単に貫入岩(D)として一括し，ここに 
は載する． 

貫入岩(D)のうち，無斑晶安山岩は主に図幅地域南部 
の柳田村寺分から合鹿周辺にかけてシルまたはラコリス 
状，もしくは岩株状の小岩体をなして分布する．それら 

は，暗灰緑色，暗褐色-暗赤褐色，暗紫青褐色を呈し， 
神和住層の無斑晶安山岩溶岩(Kg)と似ているが，一般に 
やや粗粒で，ごく少量のかんらん石斑晶を含むことがあ 
る．一部は後述のかんらん石玄武岩やドレライトとの中 
間的な岩相を呈し，またドレライトの外縁に無斑晶安山 
岩が漸移する岩体の例も見られる．塊状で，風化すると 
著しい玉ねぎ状構造を呈する． 

かんらん石玄武岩は，図幅地域内の各地に岩脈及びシ 
ルをなして点在する．柳田村四辻ノ峠で高洲山層の砂岩 
にシルとして貫入しているのが認められる以外，かんら 
ん石玄武岩と周囲の地層との関係は観察できない．暗青 
灰-青褐色を呈し，肉眼では無斑晶安山岩と似ているが， 
風化面では変質で赤榿褐色化したかんらん石が目立つ． 
鏡下での観察では，斑晶は通常はかんらん石のみで，か 
んらん石斑晶の中に粒粒ムスピネルを含むことがある． 
基質は完晶質に近く，少量のイルメナイトを含む． 

ドレライトは集斑状斜長石斑晶を含むものと，斑晶に 
乏しいものがある．前者は，保科(1984)がカンラン石粗 
粒玄武岩とした岩石で，主に柳田村小間生から久田，合 
鹿付近を中心に分布する．後者は，見平岳周辺や珠洲市 
白米坂及び南山，内浦町恋路周辺などに分布する．いず 
れも青灰色，暗青褐色-暗褐色を呈する．しばしば風化 
により玉ねぎ状構造を呈する． 

野外で観察されるドレライトの産状は，一般にシル及 
び岩脈であるが，岩脈からシルへ移化することもあり， 
その形態は複雑である．珠洲市宝立町鵜島では，高洲山 
層の砂岩及び泥岩に調和的に貫入しており，合鹿では合 
鹿層の凝灰質砂岩及び成層したデイサイト凝灰岩を貫い 
ているが，いずれも接触面は不規則な形態を呈する(第 
28 図)．柳田村は坂南方では神和住層の無斑晶安山岩溶 
岩を貫いているのが認められ，上町東方では貫入岩(D) 
の無斑晶安山岩を貫いている．このように，ドレライト 
は一般に合鹿層のデイサイト火砕岩及び神和住層の無斑 
晶安山岩溶岩を高角で貫き，神和住層の凝灰質砂岩，礫 
岩及びシルト岩中にシルとして産することが多い．厚い 
ドレライトシルには成層構造が認められることがあり， 
また母岩を薄いレンズ状に挟在する例も見られる．しば 
しば多量の気泡を含む． 

ドレライトは東印内層に礫として含まれ，神和住層及 
びそれ以下の地層を貫くことから，その主な活動時期は 
神和住層から宝立山層にかけての時期，すなわち前期中 
新世中期と考えられる．内浦町駒渡に分布するドレライ 
トシルの全岩 K-Ar  年代は，13.9±0.6 Ma  であった 
(第 2 表)．しかし，これは飯田層の年代に相当し，柳田 
村地域で飯田層の下位にある東印内層の礫岩にドレライ 
トの礫が多量に含まれることと矛盾する． 

 
岩石記載 かんらん石玄武岩(NO333:GSJ R77929) 

産地：柳田村東谷． 

第 25 図 宝立山層の火砕流堆積はに見られる脱ガス構

造 
珠洲市宝立町泥ノ木南方．周囲よりも粗粒か

つ密度の大きな火山礫が濃集した部分が，円

筒状の断面を呈するほか，とぎれながらも右

上方に続いている． 



― 32 ― 

 
 
 
 
 
 

 

第 2 6 図   宝 立 山 層 の 火 砕 サ ー ジ 及 び 

降 下 堆 積 は 

内 浦 町 恋 路 ． 火 砕 流 堆 積 は 

と 互 層 す る ． 火 砕 サ ー ジ 堆 

積 は は 明 瞭 な 境 界 を 持 つ 3 

つ の ユ ニ ッ ト に 区 分 で き る ． 

5 - 2 0 c m 単 位 の 成 層 構 造 を 

な す 凝 灰 岩 - 火 山 礫 凝 灰 岩 で ， 

ほ ぼ 平 行 か ら 低 角 の 斜 交 層 

理 が 見 ら れ る ． ユ ニ ッ ト 1 

は 多 量 の ， ユ ニ ッ ト 2 は 少 

量 の 火 山 豆 石 を 含 む ． 上 位 

の 火 砕 流 堆 積 は は 4 c m 以 

下 の 軽 石 片 に 富 む が ， 下 部 

ほ ど 軽 石 片 に 乏 し く 逆 級 化 

構 造 を 呈 す る ． ス ケ ー ル は 

1 m ． 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 27 図 宝立山層の輝石流紋岩貫入岩 
内浦町布浦赤崎．デイサイト凝灰角礫岩に貫入する輝石流紋岩（暗色部）．凝灰角礫岩にも同質の輝石流 
紋岩岩塊が含まれ，一連の火山活動で形成されたことを示唆する．両者の境界は不規則に塑性変形して 
おり，凝灰角礫岩が堆積後間もない時期に貫入したことを示す．輝石流紋岩には多数の割れ目が発達し，

一部にジグソー割れ目が見られる． 
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産状：高洲山層を貫く岩脈． 

斑晶：かんらん石． 

かんらん石は 1 .0 mm  以下で，多くはほぼ自形の粒 

状を呈し，部分的に変質している． 

石基：斜長石，単斜輝石，ガラス，鉄鉱，斜方輝石． 

ガラスは脱ガラス化が進んでいる．斜長石は 0.2 mm 

以下，単斜輝石は 0 .1  mm  以下である．鉄鉱は 0 .05 

mm 以下で，一部は柱状-針状を呈し，イルメナイトと 

思われる．斜方輝石は 0.08 mm 以下で，インターグラ 

ニューラー-ピ粒タキシティッ粒組織を示す． 

 
岩石記載 かんらん石ドレライト（NO258:GSJ R 
77923） 

産地：内浦町駒渡． 

産状：露頭では周囲の地層との関係は不明．近接する 

露頭では合鹿層を貫くシルであり，その一部と考えら 

れる． 

斑晶：斜長石，かんらん石． 

斜長石は長れ 4 .0 mm  以下で，集斑晶をなすものが 

多い．劈開に沿って一部粘土鉱は化し，ときにふるい 

状に汚濁したものが認められる．かんらん石は 0.6 mm 

以下の柱状または粒状で，半自形を呈し，部分的に粘 

土鉱は化している． 

石基：斜長石，ガラス，単斜輝石，鉄鉱． 

ガラスは脱ガラス化が進んでいる．斜長石は 0.5 mm 

以下で，ほぼ新鮮である．単斜輝石は 0.8 mm 以下で， 

部分的に粘土鉱は化している．鉄鉱の多くは針状で， 

イルメナイトと思われる．球形の気泡が見られ，微細 

なシリカ鉱はが及塡している．サ粒オフィティッ粒-ハ 

イア粒オフィティッ粒組織を示す． 
 

Ⅲ．8 東印内層（Hc, Hs, Hm） 
 

地層名 長浜(1951)の東印内砂岩礫岩累層に由来する. 

ただし，従来の東印内層は，本報告の法住寺層も含んで 

いることがあるため(第 3 図；長浜，1951；増田， 
1954；石田・増田，1956；船山，1988)，再は義する． 
本報告の東印内層はIshida(1959)の珠洲層の中に区分 
された東印内部層，及び絈野ほか(1965)の東印内互層 
にほぼ相当する．また，Kano et al.（2002)の unit 3 に 
相当する． 

模式地 現在の輪島市東印内町．ただし，東印内町周 
辺には厚い黒色泥岩(Hm)が分布しないため，この模式 
地として珠洲市小浦出南方の沢を挙げておく． 
層序関係 下位の宝立山層(またはより下位の地層)を 

不整合に覆う．模式地南西の輪島市東山町では，塊状の 
礫岩が忍閃緑岩を覆っており，輪島市町野町寺山では， 
やや成層した礫岩が宝立山層のデイサイト軽石火山礫凝 
灰岩を覆っている．また，珠洲市馬緤町では黒色泥岩が 
馬緤層の安山岩溶岩を覆っており，基底部には数 cm 大 
の礫を含む． 

分布及び層厚 東印内層は，下位層のつくる起伏に富 
んだ地形の凹地部分に堆積しており，岩相及び層厚の変 
化が大きい(第 29 図)．輪島市町野町寺山では，東印内 
層の砂岩礫岩が北に開いた狭い谷を埋めて分布する．同 
様に輪島市東印内町-東山町付近でも，北東-南西に伸び 
る狭い谷を埋めている(第 30 図)．輪島市西山町付近で 
は，東印内層から上位の飯田層までの地層がいずれも緩 

第 28 図 合鹿層のデイサイト凝灰岩に貫入するドレライト岩脈  
柳田村合鹿．ドレライトと母岩との境界は不規則な形態を呈する．母岩の層理は上方に湾曲しており，

ドレライトが上方へ向けて貫入してきたことを示す． 
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傾斜で南側に湾入しており，この付近では相対的に幅広 
い谷地形を埋めてこれらの地層が堆積した可能性がある. 

このように，東印内層の堆積している谷地形は，北側及 

び東側に開いた形態をなす．これらは，当時の古地形が 

南部及び西部ほど高所で，北東に向かって低くなってい 

たことを示唆する．層厚は模式地付近で約 85 m，柳田 
村徳成では約 45 m，珠洲市春春では 20-30 m である． 

岩相 本層は，礫岩(Hc)，細-粗粒砂岩(Hs)及び黒色 
泥岩(Hm)からなる．地域によって主体となる岩相が異 
なり，南部及び西部に粗粒相が，北東部に細粒相が分布 
している． 

 
礫岩（Hc） 

礫岩は主に輪島市東山町，柳田村大箱北方，珠洲市大 
谷町土口に分布し，また柳田村地域の各地に小規模なが 
ら点在して分布する．これ以外にも細-粗粒砂岩(Hs)の 
基底部をなし，あるいはその中に薄く挟まれていること 
がある． 

礫岩は新鮮なときは灰緑-青灰色を呈するが，しばし 
ば変質して暗緑褐-赤褐色になっている．通常は塊状無 
構造で，ときに中-粗粒砂岩を挟在し，15 cm から 1 m 
程度の単位で両者が互層することもある．輪島市東山町 
に分布する礫岩は，一般に 20 cm 大以下ときに 60 cm 
大の円-亜角礫に富み，礫支持-基質支持である．礫種は 
直下の忍閃緑岩に由来するものが圧倒的に多い．大谷町 
土口では高洲山層の変質した安山岩を起源とする 40 cm 
大以下の円-亜円礫に富み，基質支持-礫支持である．礫 
岩から漸移する直上の凝灰質粗粒砂岩から大型有孔虫の 
Operculina complanata  と  Operculina ammonoides  が 
産する（鑑は：松九は照氏）． 

柳田村大箱北方の尾根上に厚く分布する礫岩は，塊状 
で，数 10 cm から 2 m 大の円礫に富み(第 31 図)，基質 
支持ときに礫支持である．構成礫の多くは無斑晶安山岩, 

輝石安山岩からなり，ときに変質した溶結凝灰岩，軽石 

火山礫凝灰岩を伴う．北河内に向かう農道沿いの露頭で 

は宝立山層のデイサイト火砕岩の見かけ上位に位置する 

が，今回の調査では直接の境界を観察できなかった．し 

かし，風化して粒サリ礫化しているほか，大型の礫に富 

む岩相は，下位にある宝立山層の礫岩には見られない特 

徴である．久保(1953)はこの礫岩を免谷礫岩層とは付け, 

古期段丘堆積はの可能性があるとしている．しかし，そ 

の分布域は北方に分布する東印内層の礫岩の延長部に当 

たっているため，本報告ではこの礫岩は東印内層に含め 

た．これ以外にも，同様の礫岩が，柳田村黒川南西方の 

尾根，西谷北東方の尾根上など柳田村の各地に点在する. 

いずれの場所でも淘汰が悪く，粗粒な礫に富み，基質に 
乏しい．また，風化が著しく，礫は粒サリ礫化している. 

これらについても，時代を判断する証拠はないが，下位 
の宝立山層または神和住層の構造とは非調和でほぼ粒平 

に分布するため東印内層の礫岩に含めた． 
 

細-粗粒砂岩（Hs） 
細-粗粒砂岩は主に珠洲市大谷町から藤尾に厚く分布 

する．石田・増田(1956)は藤尾の地はをとって，これを 
藤尾部層とは付けている．模式地の輪島市東印内町付近 
では礫岩と一部同時異相関係にあり，南東方の西山町か 
ら柳田村柳田へかけて広く分布している．この他，輪島 
市町野町寺山，珠洲市三崎町高は，春日野春春，宝立町 
鳥
と

屋
や

尾
お

に分布する．本図幅地域北東部の馬緤町赤神海岸 
付近で側方(東方)の黒色泥岩に移化する． 

細-粗粒砂岩は新鮮なときは青灰-淡緑灰色，淡青褐色 
を呈し，風化して淡褐色-灰褐色を呈する．一般に淘汰 
が悪く，しばしば礫岩を挟在する．塊状を呈することが 
多いが，ときに細粒砂岩と粗粒砂岩-礫岩の互層状をな 
す．生は擾乱を受けていることもある．また貝化石を含 
み，炭質はに富むこともある．大谷町角間では高洲山層 
を覆う礫岩及び粗粒砂岩から大型有孔虫の Operculina 
が産する．若山町南山東方の沢では，宝立山層デイサイ 
ト火砕岩を覆う礫岩の上位に Operculina を含む砂岩が 
認められる．ここでは Operculina 産出層準の上位には 
黒色泥岩が挟在している． 

なお，久保(1953)が東印内層の側方岩相(久保，1953 
では皆月累層)としては載している柳田村神和住，柳田 
村黒川，柳田村当目などに分布する砂岩や礫岩は，東印 
内層の層準よりは下位にあたり，高洲山層及び神和住層 
に区分される． 

 
黒色泥岩（Hm） 

黒色泥岩は薄いものは砂岩に挟在して各地に認められ 
るが，分布の主体は本図幅地域北部の赤神から東方の海 
岸地域である．黒色泥岩の層厚は，赤神より東方へ向 
かって大きくなり，高屋町南方で最大になるが，珠洲市 
洲崎で尖減し，禄剛崎には分布しない．この他，露出は 
悪いが珠洲市三崎町雲津にも認められる．なお，黒色泥 
岩は軟質で，その分布地域は地形的には緩傾斜地をなし 
ている． 

黒色泥岩は暗灰褐色-黒褐色を呈し，塊状，軟質で， 
風化により 1-2 cm 大の細片に割れる玉ねぎ状構造をな 
す．淘汰はやや悪く，下部では泥質砂岩を挟在すること 
も多い．軟体動は及びカニ化石を含むことがある(珠洲 
市笹は町北方)．しばしば鉄硫化はの小コン粒リーショ 
ンを含む．また，珠洲市小浦出や則貞東方の沢では，黒 
色泥岩に厚さ数 m のデイサイト凝灰岩が挟在する． 
従来の東印内層模式地付近では，この軟質黒色泥岩に 
直接対比される岩相がない．従来の東印内層模式地付近 
の岩相はより粗粒で，泥岩をほとんど含まない(第 30 
図)． 
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化石 東印内層は多数の貝化石，海綿化石，花粉化石, 
し し藻化石を産する．このうち珠洲市三崎町高はから  
は，Anadara  (Hataiarca) kurosedaniensis Hatai et 
Nishiyama,Placopecten? protomollitus (Nomura), Car- 
yocorbula peregrina (Yokoyama), Vasticardium ogurai 
(Otuka), Cyclocardia sp. cf. C. siogamaensis (Nomura) 
の二枚貝と，Conus tokunagai Otuka, Turbo ozawai 
Otuka（殻及び蓋），Cerithidea spp., Vicaryella ishiana 
(Yokoyama)の巻貝化石を産出した(鑑は：佐藤喜男)． 
Masuda(1955，1956，1966 a，b，1967)は東印内層か 
ら産する化石を多数報告し，この群集を黒瀬谷動は群に 
対比した．東印内層の貝化石群集は，東印内層がマング 
粒ー粒湿地ないし浅海に堆積したこと，そして，その堆 
積場が次第に深くなっていったことを示す(Masuda, 
1966 a)．花粉化石群集は，当時の温暖な環境を反映して 
常緑広葉樹と落葉広葉樹が卓越している(小布施明粒， 
私信)．また，し し藻化石は産出する種の数は限られ  
てはいるが上位の粟蔵層にも共通して，Diphyes latius- 
culum Zone(Matsuoka et al., 1987)を特長づける(栗田 
裕司，私信)． 

年代 上述のように，本層から産する貝化石は黒瀬谷 
動は群に対比される．黒瀬谷動は群の年代は 16 Ma 前 
後，前期中新世後期-中期中新世初期と考えられている 
(小笠原，2000)．珠洲市高屋町小浦出の黒色泥岩に挟在 
する凝灰岩のジルコンのフィッション・トラッ粒年代 
15.8±1.8 Ma (Kano et al.,2002)は，この年代と調和 
的である．この他，珠洲市鵜飼のボーリング試料におけ 
る本層から，西田ほか(2001)が浮遊性有孔虫化石及び石 
灰質ナンノ化石を報告しているが，これらは外洋性の微 

化石であって内湾-浅海成の地表の東印内層との対比に 
問題が残されている．また，本層を覆う法住寺層からは 
珠洲市法住寺西方(柳沢，1999)及び柳田村上町(第 38 
図；第 4 表）で Yanagisawa and Akiba  （1998）の 
Crucidenticula kanayae 帯(NPD 3A)上部に相当する珪 
藻化石が産している．これらのことから，東印内層は前 
期中新世末期-中期中新世初期に形成された地層と考え 
られる． 

 
Ⅲ．9 法住寺層（Jc, Jp, Jd） 

 
地層名 赤嶺(1952)の法住寺泥岩砂岩層に由来する． 

ただし，これは珠洲市法住寺周辺のものに限られる．本 
報告では，絈野ほか(1965)の法住寺泥岩層及び赤神頁 
岩層を合わせたもの，または船山(1988)の法住寺珪藻質 
泥岩部層及び赤神泥岩部層を合わせたものを法住寺層と 
再は義する(第 3 図)．Kano et al.（2002)の unit 4 と 
unit 5 の一部は，本報告の法住寺層に相当する． 
模式地 旧来の法住寺層に相当する岩相の模式地は珠 

洲市法住寺の谷(赤嶺，1952)である．赤神頁岩層(絈野 
ほか，1965)または赤神泥岩部層(船山，1988)に相当す 
る岩相の模式地は赤神西方の道路の崖である(石田・増 
田，1956)． 

層序関係 下位の東印内層を整合に覆う．また，模式 
地をはじめ，東印内層の分布しない場所では宝立山層以 
下の地層を不整合に覆う．模式地北方の春日野付近では 
東印内層の砂岩及び礫岩の上位に珪質シルト岩が粒なる 
ので，この珪質シルト岩の基底から上位を法住寺層とし 
た．珠洲市馬緤町では東印内層の淘汰の悪い黒色泥岩か 

第 31 図 柳田村大箱北方の尾根に分布する東印内層礫岩 
粗粒な円礫に富む塊状の礫岩．礫種は無斑晶安山岩が多く，輝石安山岩がそれに次ぐ．風化して粒サリ

礫化している． 
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ら淘汰の良い石灰質シルト岩に漸移する層準を法住寺層 
の基底とした．輪島市東印内町南方では東印内層の砂岩 
の上位に石灰質の貝殻片を多数含む厚さ 50 cm の粗-極 
粗粒砂岩を挟んで，石灰質シルト岩-細粒砂岩が粒なる 
が，これには多くの有孔虫化石が含まれることから，こ 
れより上位を法住寺層とした． 
分布及び層厚 法住寺層は本図幅地域内に広く分布す 

る．その層厚は地域により変化が著しい(第 32 図)．本 
図幅の西部地域では一般に薄く，最大で 40 m，しばし 
ば 0 m になる．一方，北東部では厚く，珠洲市東山中 
町周辺では 180 m を越える．珠洲市法住寺付近では約 
80 m である． 

岩相 法住寺層は石灰質シルト岩，珪質シルト岩及び 
珪藻質シルト岩からなる．旧来の法住寺層に相当する岩 
相は主として珪藻質シルト岩からなり，南部地域にまと 
まって分布する．一方，赤神頁岩層または赤神泥岩部層 
に相当する岩相は珪質シルト岩を主体とし，その下部に 
石灰質シルト岩を伴い，図幅中央-北部の広い地域に分 
布する．珪質シルト岩は珪藻質シルト岩が続成変質した 
岩石で，珪藻質シルト岩とは同時異相の関係にある． 

 
石灰質シルト岩（Jc） 

石灰質シルト岩は淡灰-青灰色を呈し，有孔虫化石を 
普遍的に含むほか，ノジュールを含むことがある．不明 
瞭ながらは状層理が発達し，単位層厚 15-20 cm の成層 
構造を示す． 

 
珪質シルト岩（Jp） 

珪質シルト岩には，塊状無構造なもの，不明瞭に成層 

するもの，単位層厚 10 cm 程度の成層を示すものがあ 
る．また，続成変質の程度を反映して孔 に富むものか  
ら緻密なものまである．孔 に富むものは，乾燥すると  
きわめて軽くなる．石灰質シルト岩から漸移する境界付 
近では軟質なことが多い(第 33 図)．いずれの岩相にも, 

しばしば海綿骨針や有孔虫殻が認められる． 
 

珪藻質シルト岩（Jd） 
珪藻質シルト岩は新鮮な場合は暗青灰-緑灰色を呈す 

るが，風化すると淡黄褐色-淡灰白色を呈する．一般に 
均質無構造を産状を示す．珠洲市上戸町北方では，1.5 
cm 大の鉄硫化はのコン粒リーションを含む．また，珠 
洲市上戸町では，風化した珪藻質シルト岩中に多数の珪 
質コン粒リーションが層状配列している(赤羽ほか， 
2000)． 

珠洲市二艘舟から柳田村桐畑に分布する砂岩及び珪藻 
質シルト岩について，赤嶺(1952)は桐畑泥岩層として柳 
田層の上部の 1 岩相に区分した．しかし，この砂岩及び 
珪藻質シルト岩は下位にある礫岩から漸移し，礫岩の礫 
に宝立山層のデイサイト火砕岩，ドレライトなどを含む 
ことから，より上位の地層とみなすことができる．本図 
幅では，礫岩とそれから漸移する砂岩を東印内層(Hc)に, 

その上位の珪藻質シルト岩を法住寺層(Jd)に区分した． 
また，その東方で珠洲市小屋ダム周辺では宝立山層の凹 
地を埋めて珪藻質シルト岩が点在する．これは見かけ上 
粟蔵層の凝灰質砂岩の下位にあるので，法住寺層の珪藻 
質シルト岩(Jd)に含めた． 

 
化石 本層からは浮遊性有孔虫(米谷，1976；高山ほ 
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か，1979；池田，1982；船山，1988)，石灰質ナンノ化 
石(高山ほか，1979；船山，1988)，放散虫(船山，1988), 
珪藻(Ichikawa et al., 1964；小泉，1979，1981；高山ほ 
か，1979；船山，1988；柳沢，1999)，珪質 し藻 (Ichi- 
kawa et al., 1964)，し し藻化石 (栗田裕司，未公表), 
花粉化石(藤・河合，1982b；山野井，1989；小布施明 
粒，未公表)が産する．山野井(1989)は，珠洲市川浦町 
の本層(Jp)から得た茶灰色の硬質頁岩を分析し，花粉組 
成から公海性の堆積はと推はした．また，同時に当時の 
古気候を，宝立山層よりやや冷涼化していたと推はした. 

藤・河合(1982 b)は珠洲市鵜飼の本層から得られた花粉 

化石を分析し，法住寺層堆積当時の古環境は初期と後期 

に一時的に温暖化しているが気候的には現在と大差なく, 

低山-丘陵に海が迫った堆積盆地であったと推はしてい 
る． 
年代 米谷(1976)，高山ほか(1979)及び船山(1988)は, 

本層から Blow（1969)の N.8 帯に相当する浮遊性有孔 
虫化石を，また，高山ほか(1979)及び船山(1988)は 
Okada and Bukry（1980)の CN 3-CN 4 帯に相当する 
石灰質ナンノ化石を報告している．船山(1988)はまた， 
珠洲市地域においては義した放散虫層序のうち，本層が 
Colocycletta costata 帯に相当することを報告している． 
高山ほか(1979)は，珪藻質シルト岩から Yanagisawa 
and Akiba（1998)の Denticulopsis praelauta 帯(NPD 
3B)に相当する珪藻化石を，柳沢(1999)は，珠洲市鵜飼 
地域の本層から，Crucidenticula kanayae 帯(NPD 3A) 
から Denticulopsis lauta（NPD 4A)下部に相当する珪 
藻化石を報告している．また，今回，柳田村上町の本層 

に C. kanayae 帯に相当する珪藻化石が確認された(第 

38 図；第 4 表)．この他，珠洲市鵜飼のボーリング試料 

における本層から，西田ほか(2001)が浮遊性有孔虫及び 

石灰質ナンノ化石を報告している．以上から，法住寺層 
の地質時代は前期中新世末期-中期中新世初期とみなす 
ことができる． 

 
Ⅲ．10 粟蔵層（At, Ar, As） 

 
地層名 長浜(1951)の粟蔵層灰岩累層に由来する．た 

だし，本報告の粟蔵層は従来より多くの岩相を含むよう 
再は義した．Kano et al.（2002)の unit 5 の rhyolite 
tuff は本層に相当する． 
模式地 長浜(1951)では特に模式地をははしていない. 

本報告では，良好な露出が見られる輪島市曽々木から珠 

洲市真浦町北方のツバ崎一帯の海岸を模式地としておく. 

層序関係 下位の法住寺層を整合に覆う．また，本図 
幅南部地域では，より下位の地層を不整合に覆う． 
分布及び層厚 輪島市町野町曽々木の岩倉山を中心と 

した広い範囲に分布する(第 34 図)．層厚は岩倉山周辺 
で非常に厚く，輪島市大久保では約 290 m に及ぶ．大 
谷峠付近で約 80 m，唐笠町付近で約 25 m と，東方へ 

向かって急速に薄くなり，本図幅地域の東端で尖減する. 

岩倉山の西方や，白米坂断層南側の珠洲市飯田町から上 

戸町,法住寺にかけての地域にも分布するが，極めて薄い. 

岩相 粟蔵層は黒雲母流紋岩の火山活動によって形成 

された地層である．卓越する岩相から流紋岩火砕岩(At), 
黒雲母流紋岩(Ar)及び凝灰質砂岩(As)に区分される． 

第 33 図 法住寺層の石灰質シルト岩及び珪質シルト岩 
珠洲市三崎町大屋西方．ハンマーの位置で，下部の石灰質シルト岩から珪質シルト岩へ漸移する．とも

に成層し，見かけはよく似ているが，石灰質シルト岩は青灰色を，珪質シルト岩は淡灰褐色-淡褐白色

を呈する． 
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流紋岩火砕岩（At） 
本岩相は，主に黒雲母流紋岩軽石火山礫凝灰岩-凝灰 

岩からなり，凝灰質砂岩，珪質シルト岩を挟む．黒雲母 
流紋岩軽石火山礫凝灰岩-凝灰岩は，一般に淡黄色ない 
し淡黄緑色を呈し，有色鉱はとして黒雲母を含む．岩相 
及び層厚の変化から，その供給源は岩倉山を中心に分布 
する黒雲母流紋岩と考えることができる(第 34 図，第 
35 図)．岩倉山周辺の黒雲母流紋岩に近接した地域では 
粒度が粗く，塊状軽石火山礫凝灰岩が卓越する．その北 
東方にあたる珠洲市真浦町の海岸では，塊状もしくは不 
明瞭な層理を示す火山礫凝灰岩と成層した火山礫凝灰 
岩-凝灰岩とがなす厚さ数 10 cm ないし数 m のフ粒ー 
ユニットが多数累粒している(第 36 図 A，B)．これらは, 

細粒火山灰に乏しく，軽石片に富み，基底付近に流紋岩 
などの岩片が濃集している．岩倉山から更に離れると， 
細粒になり，フ粒ーユニットも薄くなり(第 36 図 C)， 
平行層理など層流によって生ずる成層構造が卓越するよ 
うになる(第 36 図 D)．さらに遠方では，珪質シルト岩 
と互層し，フ粒ーユニットの厚さも数も減じて尖減する. 

珠洲市東山中町付近では，厚さ数 m 以下の数枚の凝灰 
岩が珪質シルト岩と互層している(赤嶺，1952 の東山中 
凝灰岩泥岩互層)．東方の珠洲市禄剛崎では厚さ約 30 
cm の凝灰岩層，図幅地域東端部の珠洲市三崎町粟津で 
は，れ 1 cm 大の円磨された軽石が珪質シルト岩中に含 
まれるだけになる．同様の岩相と層厚の変化は南北方向 
にも認められる．例えば，層厚について，若山川向斜の 

両翼で比べた場合，北翼側の輪島市大久保では約 280 m, 
南翼側の輪島市町野町寺山では約 130 m と，北翼側の 
方が南翼側よりも層厚が大きい(第 34 図)．白米坂断層 
の南側では東西方向に比べて急激に薄く，かつ細粒にな 
り，南方の柳田村地域では凝灰質砂岩に置き換わる(第 
34 図)．このような層厚と岩相の変化は，岩倉山から噴 
出した火砕粒粒が主に東方に流れたこと，そして，白米 
坂断層の南側はは浪によって火砕粒粒が洗われる浅い陸 
棚になっていたことを示唆する．輪島市町野町地方南東 
方では，流紋岩軽石火山礫凝灰岩の中に礫岩が挟在し， 
礫を供給しうる陸域が近かったことを示している． 

 
黒雲母流紋岩（Ar） 

黒雲母流紋岩は輪島市町野町曽々木の岩倉山付近を中 
心に分布する．鈴木・久保(1953)は，これを岩倉山流紋 
岩とは付けている．本報告では，この他に珠洲市白米坂 
に分布する黒雲母流紋岩も岩質が似ていることから粟蔵 
層に含めた． 

岩倉山付近の流紋岩は主に塊状の流紋岩及び火山角礫 
岩からなり，外縁部には凝灰角礫岩が厚く分布する．灰 
白色-淡青灰色，淡灰緑色-淡青緑灰色，淡黄褐色，とき 
に緑灰色を呈する．流紋岩は一般に流理構造を呈し，し 
ばしば真珠岩割れ目が発達している．また，柱状節理が 
認められることがある．曽々木の「千体地蔵」は流理に 
ほぼ直交する柱状節理をもつ流紋岩が風化してできた造 
形である(第 37 図)．火山角礫岩は，流紋岩が節理及び 
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真珠岩割れ目に沿ってれ砕して生じた角礫からなる．大 
きな角礫にはジグソー割れ目が認められることがある． 
曽々木東方の海岸には流紋岩の中に垂直方向に伸びる角 
礫岩が発達している．この角礫岩は，塊状で，その中に 
れ 15 cm 大以下の黒雲母流紋岩亜円-亜角礫が密集して 
おり，細粒はに乏しい．海岸に突出している露頭のため, 

正確なスケールは不明であるが，大型のスパイラ粒ルも 

しくは火道の一部と考えられる．岩倉山流紋岩の外縁部 
に見られる凝灰角礫岩は，平滑な面で囲まれた大型の角 
礫を多数含んでいる．1-5 cm 大の石質岩片に富み，少 
量の軽石片も含む．野外では流紋岩と流紋岩火砕岩(At) 
との間に明瞭な貫入関係や被覆関係は観察できないので, 

漸移関係にあると考えられる． 

白米坂に分布する黒雲母流紋岩は，白米坂断層に断た 

れて岩体の下部から上部まで観察できる．下部は塊状で, 

淡灰色を呈し，斑晶の石英，黒雲母が目立つ．しばしば 

石英脈が認められる．上部は軽石質の塊状流紋岩及び火 
山角礫岩で，淡青灰白色を呈し，ときに流理構造が認め 
られる．周辺の地層との直接の境界は観察できないが， 
近接する宝立山層の火砕岩は変質が著しい．分布形態か 

らドーム状の貫入岩体と考えられる． 
 

岩石記載 黒雲母流紋岩(NO491:GSJ R77933) 
産地：輪島市町野町曽々木． 

産状：溶岩ドーム． 

斑晶：斜長石，石英，黒雲母． 

斜長石は 2 .5 mm  以下，石英はれ 0 .5 mm  以下で， 

融食形を呈する．黒雲母は長れ 1 .8 mm  以下で，は向 

配列する． 

石基：ガラス． 

ガラスはほぼ新鮮である．流理がみられ，真珠岩組 

織を示す． 

 
凝灰質砂岩（As） 

凝灰質砂岩は図幅中部-南部地域の柳田村金山，は光， 
野田，久田-上町，五郎左ェ門分，珠洲市長谷，内浦町 
松は，輪島市東山町にそれぞれ分布する．化石を含むこ 
とも多く，岩相が似ていることから，これまで多くが東 
印内層相当と考えられてきた．層厚は柳田村地域では約 
30 m，内浦町松はでは約 20 m である．岩相は流紋岩質 
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の凝灰質細粒-粗粒砂岩からなり，淡褐色-淡青灰色を呈 
する．ときに淘汰の良い流紋岩凝灰岩を挟む．また，海 
緑石を含むことがある．柳田村鴨川では凝灰質細粒砂岩 
と流紋岩凝灰岩とが，1-2 m 単位で互層している．内浦 
町松はや柳田村上町では全体に粗粒化しており，粗粒砂 
岩が多く，一部礫岩も含む． 

柳田村久田-上町では，凝灰質砂岩が法住寺層の珪藻 
質シルト岩を覆い，飯田層の珪藻質シルト岩に覆われて 
いる．赤嶺(1952)は，この凝灰質砂岩を坪の内砂岩泥岩 
層として柳田層の下部の 1 岩相とし，増田(1954)は，こ 
れを東印内層と位置づけている．しかし，上下の珪藻質 
シルト岩から産出する珪藻化石(第 38 図；第 4 表)は， 

この凝灰質砂岩が粟蔵層に対比されることを示す．この 
地域では，凝灰質砂岩の中に局所的に海綿化石 
Aphrocallistes に富む砂岩と石灰質砂岩が認められ，一 
部で多量の海緑石を含む．これは粟蔵層直上の飯田層に 
も認められる特徴であるが，この地域が相対的に最も内 
陸に位置し，粒深が浅かったことに起因する． 

珠洲市長谷北東方の尾根に分布する本層は，淘汰の良 
い砂岩とシルト岩からなり，下位の高洲山層及び宝立山 
層を傾斜不整合に覆っている．船山(1988)はこれを東印 
内層に区分しているが，軽石片を含み，風化した凝灰岩 
を挟在することから，本報告では粟蔵層の凝灰質砂岩 
(As)に含めた． 

内浦町松は付近に分布する凝灰質砂岩は，淘汰の良い 
極細粒-中粒砂岩を主体とする．平行層理が認められる 
ことが多く，地層はほぼ粒平である．柳田村笹川及び内 
浦町坪根では Aphrocallistes が密集して産するほか，内 
浦町尾ノ崎南方では多数の巻貝化石と保存の良い生痕化 
石が含まれている． 

 
化石 本層の凝灰質砂岩(As)から化石が産する．柳田 

村久田-上町地域の本層からは，貝化石，有孔虫化石， 
放散虫化石が産する(赤嶺，1952；増田，1954)．また， 
同じ地域で Masuda（1966 a)が報告した東印内層産貝化 
石のうち，4 th horizon（Locality 18-22)は，本報告の 

第 36 図 粟蔵層の流紋岩火砕岩の産状 
A．粒底火砕流堆積はの基底部をなす火山礫凝灰岩．主に粗粒な石質岩片と軽石片からなり，ほぼ塊状

を呈する．珠洲市真浦町北方． 
B．粒底火砕流堆積はの上部を構成する軽石火山礫凝灰岩．顕著な成層構造を呈する．軽石片はややつ

ぶれている．珠洲市真浦町北方． 
C．成層した流紋岩軽石火山礫凝灰岩．粗粒な軽石が点在している．輪島市町野町大久保南方．

D．珪質シルト岩に挟在する流紋岩凝灰岩．写真中央の平滑な部分が凝灰岩で，厚さは約 2 m．珠洲市折

戸町南方． 
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第 37 図 粟蔵層黒雲母流紋岩にみられる柱状節理 
輪島市町野町曽々木．粒平方向に認められる 
流紋岩の流理に対し，ほぼ直交する柱状節理 
が発達する．風化して部分的に丸みを帯びた 
その造形から千体地蔵と呼ばれている．節理 
の間隔は 15-25 cm 程度． 

 
 

粟蔵層凝灰質砂岩に相当する．珠洲市二艘舟からは大型 
有孔虫の Operculina japonica Hanzawa，珠洲市菅田か 
らは Solamen sp.,“Palliolum”sp.の報告がある(赤嶺， 
1952)． 

年代 輪島市曽々木に分布する黒雲母流紋岩からは， 
柴田ほか(1981)により 16.1±0.4 Ma の黒雲母 K-Ar 年 
代が，塚本(1988)により 15.9±1.5 Ma の全岩 K-Ar 年 
代が報告されている．下位の法住寺層及び上位の飯田層 
の珪藻化石年代から求められる粟蔵層の年代は，珠洲市 
鵜飼地域では約 15.7-15.6 Ma（柳沢，1999)である．ま 
た，柳田村上町-久田では約 16.3-15.0 Ma の範囲内に 
ある(第 38 図)．したがって，粟蔵層は中期中新世初期, 

15.6 Ma 前後に形成されたと考えることができる． 
 

Ⅲ．11 飯田層（Dc, Dp, Dd, Dg） 
 

地層名 鈴木(1950)の飯田凝灰質泥岩に由来する． 

絈野ほか(1965)は飯田珪藻泥岩層と呼んでいる(第 3 

図)．ただし，本報告の飯田層は従来の区分を再は義し, 

絈野ほか(1965)の南志見層の一部を含む．また，Kano 
et al.（2002)の Unit 5 の上部は本層に相当する． 

模式地 鈴木(1950)は模式地をははしていない．赤嶺 
(1952)が模式地とした飯田町脇田と山岸の間の丘陵は法 
住寺層に相当する．本層は地域により岩相が異なるが， 
本報告では石灰質シルト岩の模式地を珠洲市東山中町， 
その他の岩相の模式地を三崎町大屋とする． 

層序関係 下位の粟蔵層を整合に覆う．ただし，岩倉 
山周辺など，粟蔵層が厚い地域では本層下部の岩相を欠 
いて粟蔵層にオンラップしている． 
分布及び層厚 飯田層は図幅地域内の広い範囲に分布 

する．珠洲市若山町以東の図幅地域北東部で厚く，東山 
中町周辺では層厚約 180 m と最も厚い．一方，西部及 
び白米坂断層以南では層厚は一般に 30 m 以下，ときに 
は 10 m 以下と薄い．ただし，柳田村金山-柳田周辺で 
は最大約 160 m と厚い． 

岩相 飯田層は主に石灰質シルト岩，珪質シルト岩及 
び珪藻質シルト岩からなり，最上部は海緑石砂岩からな 
る．これらのうち，海緑石砂岩は特に広く分布している 
が，他の岩相は偏在している． 

法住寺層及び飯田層は間に粟蔵層を挟在してはいるが, 

その岩相及び岩質はほぼ同じで，一連の堆積作用により 

形成された地層といえる．ただし，粟蔵層の層厚が大き 

い地域では飯田層の石灰質シルト岩，珪質シルト岩及び 

珪藻質シルト岩は欠如していることも少なくない． 
 

石灰質シルト岩（Dc） 
石灰質シルト岩は珠洲市禄剛崎，東山中町周辺などの 

北東部及び柳田村地域に広く分布している． 
石灰質シルト岩の岩相上の特徴は，法住寺層の石灰質 

シルト岩(Jc)とほぼ同じで，淡灰-青灰色を呈し，やや 
不明瞭な層理を示す．しばしば海緑石を含む．禄剛崎で 
は，炭及及に富む軟質シルト岩及びノジュールを挟む． 
また，後述するように堆積速度の速い地域では海緑石密 
集層が 2 層あることが知られているが(船山，1988，柳 
沢，1999)，2 層の海緑石砂岩に挟在された部分には石 
灰質シルト岩が発達することが多い． 

 
珪質シルト岩（DP） 

珪質シルト岩は珠洲市折戸町南方や馬緤峠から大谷峠 
付近，馬緤町赤神南方，柳田村地域に主に分布する． 

珪質シルト岩の岩相上の特徴は，法住寺層の珪質シル 
ト岩(Jp)とほぼ同様である．淡灰褐色-灰白色，淡青灰 
色を呈し，しばしば海緑石を含む．珪藻質シルト岩とは 
続成の程度が異なるだけで，同時異相の関係にある． 

 
珪藻質シルト岩（Dd） 
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珪藻質シルト岩は地域東部及び南部に分布し，柳田村 
笹川東方の尾根にも孤立して分布している． 

飯田層の珪藻質シルト岩は一般に層厚が薄く，通常は 
20 m 以下である．岩相の特徴は法住寺層の珪藻質シル 
ト岩(Jd)とほぼ同じである．多くは暗青灰色を呈するが, 

風化して淡黄褐色-淡白色を呈する． 

 
海緑石砂岩（Dg） 

海緑石砂岩は飯田層分布域のほぼ全域に広く分布して 

いる． 
海緑石砂岩は海緑石を多量に含む中-粗粒砂岩で，含 

海緑石シルト岩を含む．飯田層中の 2 層準に認められ， 
このうち上位のものが本層最上部に位置する．海緑石砂 
岩の下限及び上限は一般に明瞭で，他の岩相に挟在する 
濃集層をなしている．柳沢(1999)は珪藻化石の詳細な検 
討により，海緑石砂岩は基本的には 2 層で，堆積速度の 
速い地域では 2 層が分離しているが，堆積速度の遅い地 
域では 2 層が合体して 1 層に見えていることを示した． 
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海緑石砂岩は，層厚は一般に 2-5 m で，2 層準が合体 
している場合でも最大で 10 m 程度である(第 40 図 A)． 
海緑石が密集して暗緑色を呈する．生痕化石に富み，著 
しい生は擾乱を受けており(第 40 図 B)，しばしば海綿 
化石 Aphrocallistes を多産する．珠洲市三崎町伏見西方 
では，層厚 5 m の海緑石砂岩の中で上端から約 50 cm 
下位の位置に，生痕化石の Thalassionides が密集して 
いる．珠洲市三崎町伏見西方では基底部に，珠洲市脇田 
谷内では全体に軽石(約 3 cm 大以下)を含む． 

珠洲市三崎町大屋では 2 層の海緑石濃集層が認められ, 

その間は層厚にして約 90 m 隔たっている．禄剛崎及び 
その西方の折戸町付近でも，観察できる海緑石濃集層は 
1 層であるが，その上位に海緑石が散点的に含まれてい 
ることから海緑石濃集層は実際には 2 層準あり，上位の 
ものは閃 されているものと考えられる．一方，東山中  
町付近や柳田村金山周辺では下位の海緑石濃集層は確認 
できないことが多いが，本層の石灰質シルト岩及び珪質 
シルト岩(凡例上は Dp 及び Dc に含めた)中に海緑石が 
散在している．このような地域は粟蔵層の層厚が小さい 
地域，すなわち粟蔵層を形成した粒底火山噴出はによる 
埋積を受けていない場所にあたる．従って，下位の海緑 
石濃集層は当時の海底斜面の中のある特はの粒深に局所 
的に形成され，海緑石が散在する産状はこの海緑石が再 
堆積してできたと考えると説明がつく．一方，上位層準 
の海緑石濃集層は本図幅地域の広い範囲で認められるこ 
とから，能登半島北部地域全体が海緑石の形成されやす 
い環境にあったことを示唆している．なお，岩倉山南方 
及び南西方では粟蔵層と飯塚層の間に飯田層の海緑石砂 
岩は認められない．これは，粟蔵層の黒雲母流紋岩のな 
す山体が，海緑石の形成に適さない粒深にあったか，堆 
積はの堆積しえない急斜面をなしていたためと推はされ 
る． 

化石 海緑石砂岩及び石灰質シルト岩からしばしば 

Aphrocallistes を産するほか，石灰質シルト岩からまれ 
に海棲貝化石が産する．また，海緑石砂岩から生痕化石 
の Thalassinoides が産する．また，本層からは浮遊性 
有孔虫(米谷，1976；池田，1982；船山，1988)，放散虫 
(船山，1988)，珪藻(船山，1988；柳沢，1999)及び珪質 

し藻 (Ichikawa et al., 1967)が産出する． 
年代 米谷(1976)は，本層から Blow（1969)の N.9 

帯に相当する浮遊性有孔虫化石を，船山(1988)は珠洲市 
南黒丸の本層最上部から，N.10 帯に相当する浮遊性有 
孔虫化石を報告している．船山(1988)は珠洲市地域にお 
いては義した放散虫層序のうち，本層が Calocycletta 
costata 帯の上部から Eucyrtidum inflatum 帯下部に相 
当することを報告している．柳沢(1999)は珠洲市地域の 
本層から産する珪藻化石を検討し，Yanagisawa and 
Akiba（1998)の Denticulopsis lauta 帯(NPD 4A)から 
Crucidenticula nicobarica 帯(NPD 5A)に相当し，およ 
そ 15.5 Ma から 13 Ma に形成されたと考えられること， 
また，海緑石砂岩のうち，下位の海緑石砂岩は約 15.3 
Ma 前後，上位の海緑石砂岩は 14.5-13.1 Ma の年代を 
示すことを明らかにした(第 4 図)．2 層が合体している 
場合も，下限は 15.3 Ma，上限は 13.1 Ma 前後である． 
植田・鈴木(1973)の K-Ar 年代測はによれば，珠洲市 
脇田の海緑石砂岩の年代は 15.2 Ma（新壊変は数により 
補正：柴田，1981)である．以上のことから，飯田層は 
中期中新世初期-中期に形成されたと考えることができ 
る． 

 
Ⅲ．12 飯塚層（Ip, Id, I1, I2, I3, Is） 

 
地層名 望月(1932)命は．ただし，本報告ではこれを 

再は義し，望月(1932)の若山層の一部も含む．また，従 
来は本報告の飯田層とあわせて南志見層と呼ばれること 
が多かった(第 3 図)． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 40 図 飯田層海緑石砂岩の産状 
A．海緑石濃集層．ハンマーより上位は飯塚層の珪質シルト岩．珠洲市清粒町．  
B．海緑石濃集層にみられる生は擾乱．スケールは約 18 cm．珠洲市三崎町伏見西方．
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模式地 望月(1932)は模式地をははしてない．同様の 
区分を踏襲した鈴木・北崎(1952)は正院町飯塚を模式地 
にははしている．現在でも珠洲市正院町岡田から南方の 
飯塚町一帯の露出は良好である． 

層序関係 本図幅内では，第三系の最上部に相当する. 

下位の飯田層を整合に覆うほか，一部では更に下位の地 
層を傾斜不整合で覆う． 
分布及び層厚 主に若山川向斜の東部とその延長部に 

広く分布する．珠洲市三崎町付近では地層の傾斜は粒平 
に近く，緩く褶曲している．珠洲市若山町付近では複向 
斜構造をなしている．また，珠洲市上戸町から南黒丸に 
も連続して広がっており，珠洲市清粒町にも狭い範囲に 
分布している．層厚は最大 350 m 以上． 

岩相 主に珪質シルト岩(Ip)，珪藻質シルト岩(Id)か 
らなり，両者の岩相の違いは続成の程度の違いを反映し 
ている．最上部は砂質泥岩-泥質砂岩(Is)からなる．薄い 
流紋岩凝灰岩(I1, I2, I3)を挟在する． 

 
珪質シルト岩（Ip） 

珪質シルト岩は若山川向斜付近に広く分布するほか， 
珠洲市清粒町にも分布する． 

珪質シルト岩は，一般に単位層厚 5-20 cm のやや不 
明瞭な成層構造を示す．黒褐-暗灰色を呈するが，風化 
乾燥すると白色を呈し，ごく軽い．やや硬-軟質の珪藻 
質シルト岩を経て上位の珪藻質シルト岩に漸移する．漸 
移部の珪藻質シルト岩は暗灰色を呈し，風化により数 
cm 大の玉ねぎ状構造を示す．1-4 m 大の石灰質のコン 
粒リーションを含むことがある． 

 
珪藻質シルト岩（Id） 

珪藻質シルト岩は，珠洲市三崎町から正院町，若山町 
にかけて，また珠洲市上戸町から南黒丸まで連続して広 
く分布する．輪島市真喜野周辺及び白崎にも東西に長く 
分布する． 

珪藻質シルト岩は，黒色-暗緑灰色を呈し，ほぼ均質 
無層理で，軟質である．ときに著しい生は擾乱構造が認 
められる．長れ 1 m に及ぶ石灰質のコン粒リーション 
を含むことがある．また，まれに油臭がする． 

 
流紋岩凝灰岩（I1, I2, I3） 

流紋岩凝灰岩は本層中部に 6 枚(I1)，やや上部に 2 枚 
(I2)，最上部に 1 枚(I3)挟在している．I1及びI2は東部に, 
I3は西部の三ツ粒浜に見られる．これらは下部のものほ 
ど側方によく連続するほか，構成はや堆積構造などにそ 
れぞれ特徴をもっており鍵層として有効である．一般に 
軽石片，岩片，結晶片から構成され，淘汰は良い．層厚 
は 10-80 cm であるが，ひとつの露頭でも膨縮が著しく, 

また同じ凝灰岩層でも地域による変化も大きい(第 41 
図)．凝灰岩層の模式的なスケッチと写真を第 42 図に示 

す． 
 

砂質泥岩-泥質砂岩（Is） 
砂質泥岩-泥質砂岩は本層最上部を占めて，珠洲市熊 

谷町，中ノ釜，見附島，輪島市白崎，は舟町に分布する. 

層厚は熊谷町で 50 m 以上，白崎では 80 m 以上である. 
この岩相は，船山(1988)の熊 谷

くまんだに

珪藻質泥岩部層に相当 
する．暗灰褐色-暗灰緑色を呈し，生痕化石に富む(第 
43 図)．珪藻質で，ときに石灰質のコン粒リーションを 
含む．均質塊状を呈することが多いが，厚さ 1-数 m の 
層をなしていることがある．下位の珪藻質シルト岩とは 
漸移関係にあるが，両者の境界の年代は，飯田湾岸の珠 
洲市鵜飼で約 10 Ma，珠洲市正院町で約 9.5 Ma と南部 
ほど古い(柳沢，1999)．また，輪島市白崎周辺では，そ 
の境界の年代は，約7 Ma 前後と飯田湾岸よりも更に若 
い(第 44 図)．このことは，南部ほど早くから浅海化が 
進んだことを示唆する． 

 
化石 松浦(1992)によれば，輪島市三ツ粒浜の本層か 

ら粒ジラ類の肋骨，椎骨などが，珠洲市上戸町の本層か 
らイルカ類の肋骨化石が産している．小西ほか(1998)は 
珠洲市三崎町杉山の珪藻土採掘坑から絶滅鰭脚類 Al- 
lodesmus 属の産出を報告している．藤・河合(1982 b)は 
珠洲市正院町岡田の本層から得られた花粉化石を分析し, 

本層堆積当時の古気候は現在とほぼ同じで，地形は法住 
寺層堆積時と比べて低山化していたと考察している．ま 
た，本層からは浮遊性有孔虫(池田，1982)，放散虫(船 
山，1988)，珪藻(市川，1950；船山，1988；柳沢， 
1999)が産出する． 

年代 池田(1982)は，珠洲市鵜飼の本層最下部から， 
Blow（1969)の N.10 帯に相当する浮遊性有孔虫化石を 
報告している．船山(1988)は珠洲市地域における本層が 
E u c y r t i d i u m i n f l a t u m  帯（船山，1988）下部から 
Lychnocanoma magnacornuta  帯(本山・丸山，1998)に 
相当することを報告している．柳沢(1999)は，珠洲市地 
域の本層が珪藻化石分帯で Yanagisawa and Akiba 
(1998)の Crucidenticula nicobarica 帯(NPD 5A)から 
Thalassiosira schraderi 帯(NPD 6B)の最下部に位置し， 
13 Ma から 8.4 Ma に相当することを明らかにした．ま 
た，輪島市白崎付近では T. schraderi 帯(NPD 6B)から 
Rouxia californica 帯(NPD 7A)に相当し，最上部は約 
6.5 Ma にまで及んでいることが明らかになった(第 44 

図；第 5 表)．珠洲市正院町岡田の珪藻土採掘場に産す 
る流紋岩凝灰岩(I1)からは，ジルコンのフィッション・ 
トラッ粒年代として 12.0±0.7 Ma の値が得られた(第 
41 図；第 1 表)．この年代は，凝灰岩を挟在する珪藻質 

シルト岩の微化石年代(柳沢，1999)とほぼ一致する(第 

4 図)．したがって，本層は中期中新世後期から後期中 
新世にかけて形成されたと考えられる． 
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第 42 図 飯塚層流紋岩凝灰岩のスケッチ及び露頭写真  
各凝灰岩の一般的な堆積構造及び構成はの例．これらの特徴は分布地域内ほぼ共通で，鍵層として有効

である．厚い凝灰岩には層理が見られるが，薄いものは均質で，生は擾乱が著しい．写真の P 1 は図中

のスケッチ A  に，P  2  はスケッチ E  にそれぞれ対応する．露頭位置は第 41 図と地質図を参照．
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第  43 図 飯塚層の砂質シルト岩に見られる生痕化石  
輪島市日崎．塊状の砂質シルト岩に  Teichichnus  が多産する．



― 51 ― 

 
 
 



― 52 ― 

 
Ⅳ．第 四 系 

 
 

（吉川敏之） 
 

本図幅地域に分布する第四系は，段丘堆積は，地すべ 
り堆積は(地すべり地塊を含む)，河川及び扇状地堆積は, 

砂州及び砂丘堆積は，海浜堆積は及び人工改変地からな 
る． 

 
Ⅳ．1 段丘堆積は 

 
本図幅には，海岸周辺を中心に内陸部まで広がる海成 

段丘堆積はと，若山川及び町野川流域などに主に見られ 
る河成段丘堆積はがある．本報告では，ほぼ太田・平川 
(1979)の面区分に従って最高位段丘堆積は，高位段丘堆 
積は，中位段丘堆積は及び低位段丘堆積はに大別した． 
ただし，内陸部に広く認められる平坦面のうち，堆積は 
を確認できなかったものについては地質図には表現して 
いない．最高位段丘堆積はから中位段丘堆積はは海成， 
低位段丘堆積はは河成と考えられる． 

 
最高位段丘堆積は（th0） 

最高位段丘堆積はは，太田・平川(1979)の  T 面を構 
成する堆積はで，図幅地域南部の柳田村当目，中斉，神 
和住，合鹿，内浦町駒渡，福光などに分布する．太田・ 
平川(1979)の区分では，面高度別にT2，T3，T5，T6, 
T7 に細分されているが，堆積はの確認できないものも 
多いため，本報告では堆積はの確認できたものを一括し 
て最高位段丘堆積はとした．段丘面高度は標高  200 m 
から 300 m に及ぶ．堆積はは主に赤褐-淡褐色を呈する 
塊状のシルトで，ときに平行層理を示し，下部や基底部 
に中礫サイズの亜円礫を含むこともある．層厚は観察さ 
れた中では最大 2.5 m 程度である． 

 
高位段丘堆積は（th1, th2, th3） 

高位段丘堆積はは太田・平川(1979)の H 面を構成す 
る堆積はで，図幅地域南部の内浦町福光，宮犬，珠洲市 
宝立町と，珠洲岬地域の山伏山周辺などに分布する．太 
田・平川(1979)は  H 面を  H1-H4 に細分しており，本 
報告では，H1，H2 及び  H3，H4 を構成する堆積はを, 
それぞれ高位 1 段丘堆積は，高位 2 段丘堆積は，高位 3 
段丘堆積は，に細分した．段丘面高度は標高 60 m から 
200 m に及ぶ．堆積はは最下部-下部に礫を伴う中-粗粒 
砂，シルトで，淡灰褐色-赤褐色を呈する．砂は淘汰や 
や良好で，ときに斜交層理が認められる．礫は  12 cm 
以下で，亜円-亜角程度の円磨度を示すが，偏平な形状 
が卓越することがある．堆積はの層厚は一般に  1.5 m 

以上で，最大 6 m まで確認できた． 
 

中位段丘堆積は（tm1, tm2, tm3） 
中位段丘堆積はは太田・平川(1979)の M 面を構成す 

る堆積はで，珠洲市正院町，三崎町付近に広く分布する 
ほか，輪島市は舟町-南志見町，珠洲市高屋町-川浦町， 
内浦町松は，鹿泊-立壁などにも分布する．太田・平川 
(1979)は M 面を  M1，M2，M3 に細分しており，本報 
告では，それぞれに対応する堆積はを中位 1 段丘堆積は, 

中位 2 段丘堆積は，中位 3 段丘堆積はに細分した．段丘 
面高度は標高  15 m から 50 m 程度である．本図幅南端 
部の内浦町布浦と立壁の間で，中位 2 段丘堆積はの高度 
が不連続に見える箇所もあるが，太田・平川(1979)の区 
分を踏襲している．堆積はは主にシルト，砂，礫からな 
り，互いに成層あるいはは交することもある．淘汰は一 
般に良くない．層厚は最大  6 m 程度である．豊蔵ほか 
(1991)は，平床は地上の段丘堆積は(本報告の中位 2 段 
丘堆積は)から最大約 15 cm 厚の三瓶木次テフラを報告 
している． 

能登半島北部の段丘のうち，特に珠洲市正院町平床付 
近に分布する海成中位段丘は，平床貝層(望月，1932)ま 
たは平床層(鈴木，1950)と呼ばれ，化石や古環境に関し 
て古くから研究されている(Asano，1937；浅野，1938； 
藤・吉村，1979など)．また，珠洲市三崎町島島付近の 
段丘堆積はからも化石群集が報告され，島島貝層と呼ば 
れている(北陸第四紀研究グループ，1961；藤・山岸， 
1980)．当初，平床貝層と島島貝層は異なる海進の産は 
と解釈されたが(北陸第四紀研究グループ，1961)，化石 
群集の比較(藤井，1976)や単体サンゴ化石の放射年代 
(Th230成長法：約  120 Ka)とδO18の測は結果(Omura, 
1980)から，現在では同じ海進時の深度の異なる貝類群 
集であると考えられている．平床層の模式地とされた珠 
洲市正院町平床付近では，飯塚層の珪藻質シルト岩の上 
に厚さ約  4.5 m の，中位  1 段丘堆積はに相当するシル 
ト-細粒砂(平床貝層)が分布しており，その中から保存 
の良い貝化石が産出する．シルト-細粒砂は下部がシル 
トで上方に細粒砂に漸移し，塊状で，暗緑灰色を呈する. 

中位  2 段丘堆積はに相当する厚さ約  15 m の礫層がこ 
れを覆う．Omura（1980)による単体サンゴ化石の放射 
年代(Th230成長法)結果から，中位 1 段丘堆積はは約 12 
万年前に形成されたと考えられる．これは，及素同位体 
ステージの区分では  5 e に相当する(太田・は土地理院 
地理調査部，1997)．また，三瓶木次テフラを挟在する 
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ことから，中位 2 段丘堆積はは約 8-9 万年前頃に形成さ 
れたと考えられる． 

珠洲市三崎町の段丘堆積は中には，特徴的な形態の珪 
質コン粒リーションが含まれていることがあり，「粒ぶ 
り石」，「仏石」，「」 石」などと呼ばれている．その成  
因はよくわかっていないが，これらの中には生痕の形態 
を呈するものも含まれている(赤羽ほか，2000)． 

 
低位段丘堆積は（t1） 

低位段丘堆積はは，町野川とその支流の上町川，若山 
川，鵜飼川及び松は川流域に分布する比高 2-10 m の面 
を構成する．柳田村鴨川から笹川周辺などでは，比高の 
異なる面が 2 段認められるが，本報告では一括した．堆 
積はは礫，砂及び泥からなる． 

 
Ⅳ．2 地すべり堆積は（m） 

 
能登半島北部は地すべりの多い地域であり，地すべり 

堆積はは図幅内各所に分布する．地質図では，もとの地 
層がれ砕されて岩 及び岩塊からなる堆積はと，地質構  
造を残したまま移動した地すべり地塊(ｍ)とに区分する. 

地すべりと基盤の岩相及び構造には密接な関係が認め 
られる．図幅北部地域の珠洲市木ノ浦，笹は町，馬緤町 
の地すべりは，東印内層の黒色泥岩分布域で発生してい 
る．馬緤町では黒色泥岩を滑り面にして，東西約  1 km, 
南北約  500 m の地すべり地塊が認められる．輪島市町 
野町地域から柳田村地域では，地すべりは主に粟蔵層の 
凝灰質砂岩，東印内層の砂岩，宝立山層のデイサイト火 
砕岩分布域に発生している．珠洲市真浦町や輪島市白米 

町では，地層の傾斜方向に地すべりが発生している．白 
米坂の地すべり地には多数の棚田が作られ，「千枚田」 
と呼ばれる景勝地になっている(第 45 図)． 

珠洲市馬緤峠から鞍坪岳に連なる山々の頂部付近は， 
地すべり地特有の平坦地形を呈する．七曲南方では，こ 
の地域に分布する粟蔵層の流紋岩火砕岩と珪質シルト岩 
の岩塊が，地すべり堆積は中に認められた．珠洲市若山 
町吉ヶ池や北山でも，粟蔵層の流紋岩火砕岩の分布地域 
が大規模な地すべり地となっている。 

 
Ⅳ．3 河川及び扇状地堆積は (f), 砂州及び砂丘堆 

積は (d), 及び海浜堆積は (b) 
 

河川及び扇状地堆積は(f)は，主に飯田湾周辺部と，若 
山川，町野川流域に広く分布する．礫，砂及び泥からな 
り，絈野・山田(1995)によればその厚さは各河川の河 
口付近で最大約 30 m である． 

砂州及び砂丘堆積は(d)は，珠洲市三崎町高は-粟津， 
珠洲市三崎町雲津から内浦町松はにかけての飯田湾沿岸, 

輪島市町野町大川に分布する．珠洲市三崎町高は-粟津 
と珠洲市三崎町雲津- 島町の島島砂丘， 島砂  丘と呼 
ばれている砂丘は，2 つもしくは 3 つの砂丘列からなる 
(北陸第四紀研究グループ，1961；藤，1975)．これらの 
砂丘の露頭は少なく，堆積はの詳細は明らかではない． 
珠洲市三崎町鉢ヶ崎では淘汰の良い中粒砂からなるのが 
観察された．また，輪島市町野町大川の砂丘は，淘汰の 
良い中粒砂からなり，断面には海側に傾斜する層理が認 
められる(第 46 図)． 

海浜堆積は(b)は規模の大きなものは少ないが，各地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第  45 図 輪島市日米町の地すべり 
地すべり地は階段耕作され，千枚田と呼ばれる棚田になっている．
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の河口や入り江に分布し，淘汰の良い砂からなり，礫を 
含む． 

 
Ⅳ．4 人工改変地（r） 

 
人工改変地は，飯田湾周辺，珠洲市高屋町，輪島市は 

舟町にみられ，いずれも港湾地として海浜を整備したも 
のである． 

なお，能登半島北部の海岸では，かつて揚げ浜及田に 
よる製及が広く行われていた．現在では珠洲市仁江町に 
残るのみとなったが，その他の地域にも海岸のは はに  
及田の跡が見られることがある． 

第  46 図 砂丘堆積は 
輪島市町野町大川．海側に傾斜した層理を示す．崖の高さは約  8 m．
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Ⅴ．地 質 構 造 

 
 

（吉川敏之・鹿野和彦・柳沢幸夫） 
 

Ⅴ．1 断 層 
 

本図幅地域には第三系の中に北東-南西ないし東西方 
向の逆断層または正断層が多数認められる(第 47 図)． 
そのうち特に長大な白米坂断層，西海断層，内山断層に 
ついて以下に詳述する． 

白米坂断層 Ishida（1959)命は．図幅ほぼ中央部を 
東西に伸び，延長約  15 km に及ぶ．本断層の露頭は見 
つかっていないが，断層近傍では北側の地層に傾斜の直 
立やれ砕などの変形が目立つ．珠洲市白米坂北方では粟 
蔵層の流紋岩凝灰岩珪質シルト岩互層が逆転している 
(第 48 図)．また，珠洲市若山町白滝では飯塚層の珪質 
シルト岩と宝立山層のデイサイト火山礫凝灰岩が接して 
おり，飯塚層はややれ砕されている．その境界部は幅約 
1.5m，N80ﾟW 走向の沢となっていることから，れ砕 
帯が形成され浸食に弱くなっていたものと考えられる． 
珠洲市八太郎峠南方では飯塚層から粟蔵層の傾斜は 

70-80ﾟN と直立に近く，小断層(N76ﾟW，60ﾟS など)が 
認められる．断層近傍の地質構造から見て，ほぼ垂直か 
ら高角南傾斜の断層面をもつと推はされる．白米坂断層 
の変位量はよく分からないが，断層を挟んで南側に下位 
層が，北側に上位層が分布することと，南側の下位層が 
北側の上位層の地層境界及び褶曲構造を切ってのし上げ 
ていることから，南上がりの逆断層と考えることができ 
る．断層を挟んで接する地層の層準から判断して，層位 
落差は白米坂から宝立山北方で最も大きく，それより東 
部及び西部では小さくなる． 

白米坂断層の北側には，主に東印内層に始まる一連の 
海成層が，南側には主に宝立山層以下の地層が分布する. 

東印内層に始まる一連の海成層は，白米坂断層を越えて 

宝立山層以下の地層にオンラップし，北側及び東側に開 
いた谷を埋めるように分布している(第 7 図)．したがっ 
て，東印内層やその上位の海成層堆積当時，白米坂断層 
を境に，その北側に沈降量の大きな堆積盆が形成され， 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



― 56 ― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

南側には山地に谷が刻まれていたと考えられる．このこ 
とは，当時，白米坂断層が北落ちの正断層として活動し 
ていたこと，そして，この正断層がその後逆断層に転じ, 

現在の白米坂断層になったことを意味する． 
西海断層 Ishida（1959)命は．珠洲市真浦町から狼 

煙町まで東西方向に連続する断層である． I s h i d a 
(1959)は笹は背斜の東方で消滅するとしているが，今回 
の調査ではより東方の飯田層分布域にも著しく傾斜の急 
な箇所を見出したことから山伏山ドーム北方へと連続し 

ていると考えた．本断層は珠洲市笹は町から東山中町に 
かけては 2 本の平行する断層に分かれている．また，珠 
洲市赤神町南方では北方へ分枝する断層が見られ，珠洲 
市馬緤町を経て高屋町東方まで連続している． 

西海断層の露頭は見つかっていないが，断層近傍で堆 
積岩の層理が著しく乱されている．猫ヶ岳北方では，尾 
根部と谷部の断層推は位置から判断して断層面が南に傾 
き，南側の高洲山層が北側の粟蔵層とその上位層にのし 
上げている．また，断層北側の飯田層海緑石砂岩及び飯 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第  48 図 白米坂断層北側の地層の変形 
珠洲市白米坂北方の林道沿いの露頭．白米坂断層の北側約  150 m に位置する．粟蔵層流紋岩凝灰岩珪質

シルト岩互層がたわみ，一部では逆転している．崖の高さは約  8 m． 

第  49 図 西海断層北側の地層の変形 
珠洲市猫ヶ岳北方の林道．西海断層の北側約  120 m に位置する露頭で見られる粟蔵層-飯塚層は直立し，

一部は逆転している． 
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塚層珪質シルト岩は傾斜が逆転し，軸面が北へ傾く非対 
称な向斜構造をなしている(第 49 図)．西海断層の垂直 
変位量は，珠洲市大谷町付近で最低でも 200 m，猫ヶ岳 
北方では  350 m である．また，西海断層北側にあたる 
珠洲市赤神海岸では馬緤層と東印内層が不整合で接し， 
宝立山層を欠くのに対し，その南方の西海断層南側では 
宝立山層を東印内層の黒色泥岩が不整合で覆っている． 
断層北側でこの関係が見られるのはより東方の珠洲市高 
屋町であり，西海断層が右ずれ変位をもつことを示唆し, 

推はされる粒平変位は 5 km 以上になる．西海断層では 
断層を挟んだ南北間の地層の層厚には明瞭な違いは認め 
られず，白米坂断層のように，かつて正断層として活動 
していた可能性は低い． 

内山断層 新称．珠洲市内山を中心に東北東-西南西 
方向にほぼ直線的に伸びる断層である．東は珠洲市東山 
中町付近で，西は珠洲市吉ヶ池付近で消滅する．西端部 
の吉ヶ池付近は広い地すべり地となっており，断層の位 
置や変位はよく分からない．断層面は直接観察できな 
かったが，断層北側は複背斜を，南側は向斜もしくは複 
向斜をなしており，また，相対的に北側に上位層が分布 
することから，北側上がりの逆断層と考えることができ 
る．断層に沿った地層の分布から判断して断層面は垂直 
に近い．断層を境に接する地層の層位と厚さから見積も 
られる層位落差は最大で約 100 m に達する． 

白米坂断層の南側には，これらの逆断層と同様に北 
東-南西もしくは東西方向に走る断層が多数認められる 
(第 47 図)．その多くは，逆断層ではなく，高洲山層か 
ら宝立山層までの各地層を切る南落ちの正断層である 

(第 50 図)．北落ちの正断層または撓曲と考えられる構 
造も認められるが，南落ち正断層に比べると少ない．直 
接観察できる断層露頭は少なく，多くは地層の分布や構 
造から判断した． 
柳田村黒川南西方では神和住層の礫岩(Ks)と宝立山層 

のデイサイト軽石火山礫凝灰岩(Rt)が N25ﾟE，81ﾟE の 
断層で接している．この断層は，北東-南西方向の谷の 
伸びとほぼ平行な，南東落ち正断層である．内浦町不動 
寺北方では高洲山層の安山岩火山角礫岩と，宝立山層の 
デイサイト軽石火山礫凝灰岩が N59ﾟE，62ﾟS の南落ち 
正断層で接している．いずれの岩相も露頭では風化が著 
しいが，断層面に顕著なれ砕帯は認められない．柳田村 
寺分-神和住では神和住層の見かけ上位に北傾斜を示す 
高洲山層及び合鹿層があることから，南落ちの断層があ 
ることは確実である(第 51 図の F2)．この断層近傍の神 
和住層には，不淘汰を角礫岩が認められ(第 17 図)，断 
層崖の崖錐と推はされる． 

多くの場合，高洲山層や合鹿層，神和住層は南落ちの 
正断層に向かって下位層ほど急傾斜する．宝立山層にな 
ると宝立山南方で北東-南西から東西方向の南落ち正断 
層が観察されるものの，地層の傾斜は緩く，顕著な傾動 
は受けていない．したがって，正断層は合鹿層から宝立 
山層堆積時期に活動していた成長断層で，当時は，それ 
らの傾斜側に半地溝状の凹地が生じていたと推はされる. 

柳田村四ッ谷南方や下当目などでは，両側を正断層に限 
られた地溝状の凹地が生じていたと考えられる． 

正断層が発達する白米坂断層以南の地域には，その北 
側の地域とは対照的に，逆断層あるいは褶曲構造などの 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第  50 図 宝立山層を切る正断層 
珠洲市宝立町泥ノ木．宝立山層のデイサイト火砕岩(Rt)が  N45ﾟW，61ﾟS の断層に断たれている．断層

左側の層理が断層近傍で下方に引きずられており，断層の右側(南西側)，すなわち上盤側が落ち込んだ

正断層であることがわかる． 
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圧縮変形はほとんど認められない．このことは，白米坂 
断層北側の地域が圧縮変形を被った時期に，南側は，白 
米坂断層を境に一体となって上昇したことを意味する． 

 
Ⅴ．2 褶 曲 

 
本図幅地域の第三系の褶曲は，白米坂断層より北側の 

地域に集中しており(第 47 図)，第三系最上部の飯塚層 
までが変形している．これらの褶曲は断層と密接に関係 
しており，断層と褶曲軸の方向はほぼ同じである．更に 

背斜構造を基本とするドーム構造またはカルミネーショ 
ンが各地で発達しており，これらの場所ではいずれも下 
位の古い地層が山体の高所に隆起して現れている．また, 

これらのドーム構造は一般に北翼側を逆断層で断たれて 
いる． 

山伏山ドーム 絈野ほか(1965)命は．珠洲市山伏山 
周辺に見られる東西に伸びたドーム構造である．東は海 
に断たれるため，陸上ではドーム構造の約西半分が現れ 
ているものとみられる．東部の海岸では珠洲岬付近を通 
るほぼ東西軸の背斜をなしているが，西部では軸部は 
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はっきりしない．また，北翼では地層の変形が著しいが, 

南翼では地層の傾斜も緩やかな非対称褶曲である．ドー 

ム構造の中心をなす宝立山層のデイサイト火砕岩には多 

数の小規模な正断層が発達しており，それぞれが少しず 

つ地層を変位させている(第 52 図)．これらの正断層群 

はドーム構造と同時期に形成されたと考えられる． 

高屋背斜 新称．珠洲市高屋町を中心に，本図幅地域 

北部の海岸に沿って東西に伸びる長さ約 6 km の背斜で 
ある．南翼側には南落ち右横ずれの走向断層が並行して 
いる． 

馬緤背斜 新称．珠洲市馬緤町から海岸沿いに西に伸 
びる長さ約 3 km の背斜である．東側の高屋背斜，そし 
て両者の間にある向斜とともに雁行する． 

笹波背斜 Ishida（1959)命は．珠洲市馬緤町南方か 
ら石神町及び笹は町地域にほぼ東西方向に伸びる長さ約 
5.5 km の背斜である．東西両端及び北翼側を西海断層 
に断たれており，一部不連続になっている(第 47 図)． 
北翼側の傾斜がやや大きく，非対称である． 

鞍崎背斜 新称．珠洲市大谷町鞍崎を中心に，東西方 
向に伸びる長さ約 8 km の背斜である．両端はいずれも 
海でとぎれる．北翼側の傾斜がやや大きく，非対称であ 
る． 

猫ヶ岳背斜 新称．珠洲市猫ヶ岳を中心に東西方向に 
伸びる長さ約  10 km の背斜である．東は内山断層に断 
たれ，西は西海断層に断たれる．翼間隔の開いた正立褶 
曲である． 

岡田背斜 絈野ほか(1965)の岡田ドームを改称．珠 
洲市正院町岡田付近に見られる長さ約 8 km の背斜であ 
る．東端の岡田付近では地層の傾斜が 20ﾟ以下と緩やか 
に開いている． 

熊谷向斜 新称．珠洲市熊谷町から若山町にかけて東 
西方向に連続する長さ約 8 km の向斜である．東端の熊 
谷町周辺では東に開いた形態をしている． 

若山川向斜 絈野ほか(1965)命は．Ishida（1959)は 

珠洲向斜と呼んでいる．本図幅地域内を横断する最も大 
きな向斜構造で，白米坂断層とほぼ平行に東西に伸びる. 

西は輪島市は舟町で消滅し，東は珠洲市三崎町杉山付近 

まで追跡できるが，岩坂ダムより東方では地層の傾斜が 

緩く，不明瞭になる．若山川中流域では岡田背斜及び熊 
谷向斜と近接し，複向斜構造をなしている．若山川向斜 
では一般に南翼側の傾斜が大きく，しばしば 60ﾟを超え, 

南限の白米坂断層に近い場所ではほぼ直立から逆転して 

いることもある．北翼側の傾斜は最大でも 30ﾟ程度であ 
る． 

宝立山背斜 Ishida（1959)命は．本図幅地域中央部 
の宝立山層分布域を東西に伸びる背斜構造で，背斜軸は 
白米坂断層とほぼ並行している．Ishida（1959)はこれ 
を西方の東印内町付近まで連続するものとしているが， 
西は町野町付近で不明瞭になり，東は飯田町付近まで連 
続する．この背斜は非対称で，宝立山北方では北翼側は 
20-30ﾟであるが，南翼側はほぼ粒平に近い． 

 
Ⅴ．3 第三系地史 

 
これまでのは載に基づいて本図幅地域の地史をまとめ 

ると以下のようになる． 
第三系最下部の高洲山層は，29 Ma，あるいはそれ以 

前から  25 Ma にかけて噴出した安山岩を主体とする地 
層である．模式地の高洲山周辺では，安山岩溶岩が同源 
の礫岩や砂岩とは交して火山体をなしていたと考えられ 
る．忍閃緑岩は，その直下のマグマだまりであった可能 
性が高い．このような火山体は，柳田村南西部及び内浦 
町北部を中心とした南側の地域にもあったらしく，溶岩 
とこれには交する砕 岩とが，広い 範囲に分布している. 

合鹿層は  25 Ma 前後に噴出したデイサイト火砕流堆積 
はを主体とする地層で，高洲山層の火山体群の間の凹地 
を埋めている．神和住層は，引き続き噴出した安山岩溶 
岩やデイサイト火砕流堆積はなどからなる地層で，合鹿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第  52 図 宝立山層のデイサイト火砕岩に見られる小正断層 
珠洲市川浦町南方．露頭の高さは約  4.5 m． 
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層を覆い尽くしている． 
神和住層では，無斑晶安山岩の上位に発達する堆積岩 

に，礫岩から始まり砂岩，シルト岩へと上方細粒化する 
例が見られる(柳田村神和住，黒川など)．これは，堆積 
盆が埋め立てを受けながらも深くなっていたことを意味 
し，少なくとも一部が沈降域にあったことを示している. 

同じ頃，その北側の地域に堆積した馬緤層の岩相は，そ 
こが粒際の火山麓扇状地から浅い淡粒湖，そして浅海へ 
と変わっていったことを示す(Kano et al., 2002)．この 
ことは，南西-北東もしくは東西方向の，北側に開いた 
堆積盆地の存在を示唆する(Kano et al., 2002)．その後, 

宝立山層の時期になると，大量の珪長質火砕流が噴出し 
てこれらの地層群を覆った．その噴出源は不明であるが, 

北東側で粒域に堆積した岩相が卓越することから，南 
西-北東もしくは東西方向の北側に開いた堆積盆地が存 
在していたと考えられる． 

この後，東印内層の堆積が始まる  17 Ma 前後までは 
高洲山層から宝立山層までの地層群が閃 され，浸食さ  
れた谷や窪地ができたらしい．17 Ma 前後になると， 
白米坂断層を境に，その北側が急速に沈降し，海進が始 
まる．海進は白米坂断層を越えて急速に内陸に及び，東 
印内層やその上位の法住寺層，粟蔵層，飯田層がそこに 
堆積した．東印内層堆積の初期には，南側にマング粒ー 
粒が繁茂する汽粒域が，北側に内湾から外海へと続く海 
域が広がっていたが，その後も沈降が続き，法住寺層か 
ら飯田層へと連続して珪藻あるいは石灰質プラン粒トン 
の殻が厚く堆積した．その間，火山活動の主体は，白米 
坂断層の北側にある沈降域に移り，15.6 Ma 頃には岩 
倉山を噴出中心とする流紋岩海底火山体が形成され，さ 
らに，そこから噴出した火砕粒粒が沈降主軸に沿って東 
方へ流れ東西に伸びた山麓を形成した．これが粟蔵層で 
ある．しかし，飯田層堆積の末期になると，堆積速度が 
極めて遅くなり，及素極小帯の上限と下限の辺りに生ず 
るといわれている海緑石が濃集し，浅海を特長づける生 
痕化石や石灰質海綿が多数認められるようになる．この 
ことは，おそらく本図幅地域が全体に隆起へと転じたこ 
とを意味する．その後，堆積盆は粒深が回復して再び珪 
藻の殻などが堆積した．これが飯塚層である．飯塚層の 

上部が堆積する頃には次第に粒深が浅くなり，堆積はは 
粗粒化してゆく．この堆積はの粗粒化は鵜飼付近で  10 
Ma，正院付近で  9.5 Ma，白崎周辺では  8 Ma 頃に始ま 
り，南東側から北西側へと及んだ． 

本図幅地域では漸新世から引張場にあって，活発な火 
山活動を伴いながら沈降した．しかし，前期中新世前半 
も終わり頃になると一時的に隆起し，浸食が進んだ．こ 
の間の火山活動を見ると，最初苦鉄質マグマが優勢で 
あったが，隆起が始まる頃には珪長質マグマが圧倒的に 
優勢になった．前期中新世後半になると急速に沈降して 
海進が内陸まで及び海成層が厚く堆積した．沈降の中心 
部では珪長質マグマが爆発的噴火を繰り返して海底火山 
体を形成した．この沈降と海進は日本海の拡大と沈降 
(リフティング)に対応している(Kano et al., 2002)．中 
期中新世初頭には急速に隆起して極めて緩慢に海緑石砂 
岩が堆積した．この時期，日本海拡大が停止し，西南日 
本が一斉に隆起している．鹿野ほか(1991)は，フィリピ 
ン海プレートが西南日本に衝突して沈み込み始めたこと 
が西南日本の隆起につながっていると考えた．本図幅地 
域のこの時期の隆起も，おそらく同様に考えることがで 
きよう(Kano et al., 2002)．この後，本図幅地域では， 
外洋性の細粒を堆積はが約 600 万年にわたり堆積してい 
る． 

本図幅地域のリフティングから隆起にいたるまでの一 
連のプ粒セスでは，白米坂断層が大きな役割を果たして 
いる．リフティングの時期には白米坂断層を境に，その 
北側が沈降し，圧縮変形の時期には，北側に対して相対 
的に，その南側が隆起している．白米坂断層に認められ 
るような正逆反転断層は，日本海海底の探査から佐渡以 
北の日本海東縁部に多数存在することが明らかになって 
いる(Okamura et al., 1995など)．これはインバージョ 
ン・テ粒トニ粒スと呼ばれ，広域応力場が圧縮に転換し 
たときに正断層が逆断層として再活動したためにできた 
と考えられている．本図幅地域では既に述べたように中 
期中新世初頭には圧縮による隆起が認められ，また，北 
陸地域全体では中期中新世以降，堆積盆地が縮小してゆ 
く(山下ほか(編)，1988；藤井ほか 1992)． 
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Ⅵ．活構造及び地震 

 
 

（吉川敏之） 
 

能登半島北東部は，海成段丘の分布高度からみると， 
隆起速度の大きい地域である(1 m/1000 年：活断層研究 
会(編)，1991)．この地域の活構造については，太田ほ 
か(1976)，太田・平川(1979)の研究がある． 

太田ほか(1976)は珠洲市二口から内浦町滝ノ坊にかけ 
て北北東-南南西に伸びる活断層(滝ノ坊断層)の存在を 
は摘している．太田ほか(1976)によれば高位段丘面を最 
大約 12 m 変位させるほか，谷の方向を一部規制してい 
る東側上がりの逆断層であるとされているが，活断層で 
あるとの確証は得られていない． 

禄剛崎西方の段丘面の傾斜は，東西方向の谷に向かっ 
てかなりの急傾斜を示す．太田・平川(1979)は，これを 
活褶曲の現れと考えている． 

能登半島周辺では海域を震央とする地震が時々発生し 
ている．1993 年 2 月 7 日には，能登半島東方沖を震源 
とするマグニチュード 6.6 の地震が発生し，輪島で震度 
5を観測した．この地震により，輪島港で微小な津はが 
観測されたほか，珠洲市を中心に鳥居の倒壊やトンネル 
の落盤，道路の陥没などの被害があった(気象庁地震津 
は監堆課ほか，1995)． 
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Ⅶ．応 用 地 質 

 
 

（吉川敏之） 
 

 
Ⅶ．1 鉱 山 

 
珠洲市若山町中田には石膏鉱床があり，能登鉱山及び 

若山鉱山として知られていた(石川県，1953)．しかし， 
いずれも既に閉山となり，現在本図幅地域内に稼行中の 
鉱山は残っていない．能登鉱山の出鉱量は昭和初期に増 
え，第二次世界大戦中及び終戦直後にはは内の石膏鉱山 
中最高をは録している(石川県，1953；石川県地方開発 
事務局，1953)．1960年に出鉱量のピー粒を迎えるが， 
1961年に能登鉱山及び若山鉱山が合併した後，1969年 
に閉山に至っている(絈野ほか，1987)．本鉱山の鉱床 
は主に飯田層中に胚胎する浅熱粒性交代鉱床と考えられ 
ている(石川県，1953；絈野ほか，1987)． 

 
Ⅶ．2 珪藻土 

 
珪藻質シルト岩は成形性に優れることから，古くは製 

及塩の塩塩などに，また戦後間もない頃までは 塩やこ  
んろの塩料として広く利用されていた．近年の珪藻土の 
利用は，各種の家庭用こんろなどのほか，細粒で多孔質 
をは性が注目されるようになり，建築用塗壁塩，飲料粒 
のろ過剤，脱臭剤，増量塩，陶芸原料などのさまざまな 
用途に利用が広がりつつある．本図幅地域東部の飯塚層 
(一部法住寺層及び飯田層)の珪藻質シルト岩の分布域は 
日本でも有数の珪藻土生産地で，かつては 20 を越える 
塩者によって露は掘り及び地下採掘で大量に採掘が行わ 
れていた．現在でも 4 社の塩者が採掘を行っており，珠 
洲市正院町岡田，三崎町杉山など数ヶ所に採掘場がある. 

本図幅地域を含む能登半島地域の珪藻土については，市 

川・絈野(1963)及び石川県珪藻土利用研究会基礎部会 

編(1966)によって地質・は理・化学的な研究が行われて 

いる． 

岩松ほか(1966)によれば本地域の珪藻土の化学組成は 
SiO2 が 65-75％で，高純度の珪藻土と比較すると珪藻以 
外の成分が多いことを示している．このため，吸粒率が 
低いかわりに成形性が良いという特徴があり，ろ過剤な 
どよりはこんろやど火 塩に利用されることが多い．ど  
を燃やして焼成する珠洲焼は，ど灰でやや黒ずんだ色調 
が与える素朴な印象と，微細な穴を通して蒸発する粒の 
気化熱によって器の中の粒や酒が冷たいまま保たれる特 
長とが相まって，静かな人気を呼んでいる． 

 
Ⅶ．3 採 石 

 
高洲山層の安山岩は，内浦町上で骨塩資源用に採掘さ 

れている．上では現在稼行中の採石場のほかにも，かつ 
て 3ヶ所で採石が行われていた． 

神和住層の無斑晶安山岩は，柳田村寺分，五郎左ェ門 
分及び黒川で骨塩資源として採石されている．無斑晶安 
山岩を採掘する採石場は，柳田村四ツ谷にもあったが， 

現在は休塩中である．合鹿層のデイサイト溶結凝灰岩は, 

柳田村鈴ヶ嶺地内の 2ヶ所で採掘されていたが，ここも 
既に採掘されていない． 

宝立山層の輝石デイサイト-流紋岩は，珠洲市宝立町 
南黒丸及び珠洲市春日野春春で，骨塩資源用に採掘され 
ている．輝石デイサイト-流紋岩は，宝立町柏原，内浦 
町坪根，山伏山でも，かつては採石されていたようであ 
る． 

粟蔵層黒雲母流紋岩は，珠洲市白米坂北方で採掘され 
ていたが，現在は稼行していない． 

 
Ⅶ．4 温 泉 

 
本図幅地域には主に海岸地域を中心に，いくつかの温 

泉がある．珠洲市の  1 箇所を除いて，いずれも温度は 
42℃未満である．未利用のものもあるが，多くは宿泊施 
設のために利用されている．以下，石川県(1983)，金原 
(1992)，絈野(1993，2001)，藤・板倉(1994)に基づき， 
各地の主な温泉について述べる． 

珠洲市飯田湾に面した飯田町，上戸町，宝立町にやや 
集中して温泉がある．泉質は食及泉または緑礬泉で，温 
度は 11.2-36.0℃とやや幅がある．また， 島町鉢ヶ崎  
には  46.4℃の食及泉，真浦町には  19.3℃の食及泉があ 
る．この他，禄剛崎に  21 .0℃の緑礬泉が，狼煙に 
18.0℃の粒曹泉が，三崎町寺家には  15.2℃，16.5℃の 
食及泉が自は湧出している． 

柳田村地域には，柳田に 34.0℃の硫及及泉が，上町, 

黒川にそれぞれ  30 .0℃，27 .5℃の食及泉がある． 
内浦町には恋路に  28.0℃の食及泉があり，輪島市に 

は町野町曽々木と白崎に，それぞれ 19.6℃と  17.0℃の 
食及泉がある． 
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Ⅷ．粒力異常と密度構造 

 
 

（駒澤正夫・上嶋正人・木川栄一） 
 

Ⅷ．1 粒力データの編集 
 

本図幅地域とその周辺地域の粒力異常図は，西南日本 
粒力編集グループ(1994)による縮尺 70 万分の 1 による 
粒ーゲー異常図や駒澤ほか(1999)による縮尺 100 万の 1 
の日本粒力図によりその概略は示されてはいるが，海域 
のデータが未編集であったりグリッド間隔が及分な条件 
で描かれたものではなかった．今回は，粒力データを以 
下の要領で編集した．編集面積は約 925 km2，編集に用 
いた粒力データの総数は海域も含めて約 1,900 点である. 

今回の編集域のデータについては，日本粒力図(縮尺： 

1/100 万)の資料を踏襲した．陸域資料としては，新エ 

ネルギー・産塩技術総合開発機構(2000)の全は地熱資源 

総合調査(1982 年測は)のものである．今回編集に用い 

たデータは全ては数検はを行った  LaCoste & Romberg 
粒力計で取得されており，絶対粒力値に変換する際の 
種々の問題は生じていない．測は粒力値はは土地理院の 
閲覧資料に基づき日本粒力基準網 1975 (JGSN75)(鈴木, 

1976)に準拠させて決はした．海域データは，1988年の 
白嶺丸の航海(調査航海は：GH882 及び GH884)のもの 
である．粒力測はに用いた粒力計は，LaCoste & Rom- 
berg 社製の船上粒力計で，編集データには 10 秒サンプ 
リングデータを用いた．粒力値の計算には白嶺丸の専用 
基地(千葉県船橋市)の岸壁を粒力基準とし，JGSN75 
系の絶対粒力値を求めた．このタイプの船上粒力計のド 
リフトは 1 ヶ月で 1 mgal 程度であることと，編集域に 
ついては短期間での測はであることを考慮すると  1 
mgal 以上の精度は及分保たれており，広域の粒力場を 
求める上では問題がないものである． 

 
Ⅷ．2 粒力データの処理 

 
データ処理の概要は以下のとおりである．地形補正に 

ついては，地形を球面効果による沈み込みを考慮した仮 

想扇形の集合体に近似する方法(駒澤，1988)で実施した. 

この地形補正法は，測は点が地表面だけでなく海上に 

あっても適用でき，陸海データの編集作塩にも有効に適 

用できた．使用した地形データは，陸域は建設省は土地 
理院が作成した標高に関するは土数値情報  KS-110 の 
250 m メッシュデータと 50 m メッシュの数値地図デー 
タ(50 m DEM)を用いた．海域については調査船白嶺丸 
による測深データと運輸省海上保安庁粒路部による海図 
を読みとったものを併用して用いた(駒澤・岸本，1995). 

補正範囲については，本来，地球全表面にわたるべきで 
あるが，60 km 以遠の超遠方域による影響は長は長の 
トレンドを生じさせるだけで数  10 km スケール以下の 
粒力異常にはパターンを乱すことはなくバイアスを生ず 
るだけなので，ここでは  60 km までとしている．陸域 
の極近傍域(0 m～500 m)は  50 m DEMを，近傍域(500 
m～4 km)はは土数値情報  KS-110 の  250 m メッシュ 
データ(実際には7.5"×11.25"の格粒)をそのまま使用 
し，海域については海上保安庁粒路部の海図を読み取っ 
たものを用いて計算した．また，中間域(4～16 km)と 
遠方域(16～60 km)については，各々1 km(30"×45")と 
4 km(2'×3')のメッシュデータに間引いて地形補正計算 
を行って効率化を図った．海域の極近傍域の地形補正に 
ついては，細かい地形の起伏も粒深の分でスムージング 
がかかってしまい，細かいメッシュデータを用いても意 
味がないので，1 km(30"×45")メッシュを用いた． 
粒ーゲー補正については従来行われていた無限平板によ 
る方法では地形の急峻な所では不適切な贋の異常をつく 
るので，地形補正と同じ範囲である  60 km の弧長の球 
殻(球帽)による方法によった(駒澤，1988)．この処理に 
より地形効果が厳密に除去でき，独立峰や尾根部の見掛 
けの低粒力異常がなくなり地質構造が忠実に反映する粒 
力図になる．粒ーゲー異常(粒力異常)の算出には表層の 
密度を仮はする必要があるが，本図幅地域の大部分は火 
山岩が分布している点を考慮して 2.3 g/cm3を採用した. 

粒力異常は概ね表層地質構造を反映している． 

第 53 図に，広域的に分布している火山岩の平均密度 
と考えられる 2.3 g/cm3を仮は密度とした粒ーゲー異常 
図を示す．図化には粒み付きの二次曲面を局所領域に 
フィティングさせ，測点から離れた点については粒平方 
向の 2 次微分までが滑らかに連続する条件を付春させる 
計算法によってグリッド値を計算し，コンタリングも電 
算機により行った．測点分布やグリッド間隔によって抽 
出される地下情報は規制されるが，ここではグリッド間 
隔をx-座標，y-座標とも  250 m とした．なお，第53 
図には情報の精度を示すために測点を表示し，情報の抽 
出向上のためコンター間隔は 1 mgal としている．なお, 
地質図に併はされている粒力コンターも 1 mgal である. 

 
Ⅷ．3 粒力異常の概要 

 
本図幅北部の猫ヶ岳から珠洲岬にかけての高粒力異常 

域は，前期中新世のデイサイト火砕岩の分布域に相当し, 



― 64 ― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
 5
3

 図
 

本
図

幅
地

域
の

粒
力

異
常

図
(
粒

ー
ゲ

ー
異

常
)

 
仮

は
密

度
は

，
2
.3

 g
/

cm
3
．

 
コ

ン
タ

ー
間

隔
は

，
1

 m
ga

l．
H
：

粒
力

異
常

極
大

域
．

L：
粒

力
異

常
極

小
域

．
レ

リ
ー

フ
は

地
形

．



― 65 ― 

東西方向に伸びる背斜軸とも調和的である．一方，その 
南側には飯田湾を囲むように飯田，鵜飼周辺には低粒力 
異常域が顕著で飯塚層にあたる海成層の分布と一致する. 

特に，飯田周辺は向斜軸部にあたり低密度の海成層が厚 
くなっているものと考えられる．更に，飯田より西に伸 
びる低粒力異常域が見られ，これは向斜軸の堆積層の層 
厚を示している．曽々木西部の白崎付近で大きな低粒力 
異常を示しているので，この周辺で低密度の海成層がい 
ちばん厚くなっていると考えられる．珠洲市南部-内浦 
町地域にも緩やかな高粒力異常域が見られるが，ここは 
背斜軸部に相当する．図幅西南部の東山町周辺には局所 
的なシャープを高粒力異常域が見られ貫入岩体の先端部 
を表しているものと考えられる． 

 
Ⅷ．4 表層密度推はと密度マッピング 

 
本報告では，「上方接続残差分散比較法(Comparison 

of Variance of Upward Residual：CVUR 法)」(Koma- 
zawa，1995)で行った密度推はの結果を示す．その方法 
を以下に簡単に述べる．構造的には地形が第1層目に当 
たり，粒力効果として最も短は長の成分を発生すると考 
えられる．仮は密度が，地形を作っている表層密度に一 
致すれば，第 1 層目は密度的に透明になって地形による 
短は長の粒力成分は消失する．つまり，仮は密度と表層 
密度が一致した場合，短は長成分の比率が深い構造が原 
因の長は長成分に比べ最も少なくなると考えられる．こ 

こでは短は長成分だけを取り出すようなフィルターを掛 
けて，その残差粒力異常の分散量(ランダム性)が一番小 
さくなる仮は密度が最適な表層密度であると考える．具 
体的な方法としては，2 面の接続面を仮はした上方接続 
フィルターを組み合わせて作成したバンドパス・フィル 
ターを用いるのが簡潔で，多項式を用いたトレンド除去 
に比べるとは量的な意味も明瞭である．また，この方法 
は，各仮は密度の粒ーゲー異常値を算出するには標高 
データが使われており地形との相関が考慮されている． 
当は，解析結果は測点間での標高差が大きければそれだ 
け精度が上がる．本手法はパラメータである 2 面の接続 
面の値やサンプリング半れを変えれば，表層密度だけで 
なく山塊や山脈・山地全体の平均密度のようなやや深い 
場所の密度推はにも利用できる．ただ，サンプリング半 
れを大きく取り過ぎると表層密度の異なった領域のデー 
タが含まれることになり，結果の信頼性が低下すること 
にも注意する必要がある． 

第  54 図に，宝立山を中心とした半れ  5 km のサンプ 
リング半れで解析した例を示す．解析された密度は 2.41 
g/cm3となり，この周辺に分布する前期中新世のデイサ 
イト火砕岩の密度としてはやや大きいと考えられる．比 
較的浅部に高密度の基盤岩類が存在している可能性が考 
えられる．なお，第 54 図の例は，ははした固は点での 
推はであるが，解析位置をずらしながらスキャンさせれ 
ば，面的な密度分布が得られる．そうして得られた結果 
を第 55 図に示す．但し，密度の推はは地形の起伏が小 
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さいところでは誤差が大きくなるので除外した．また， 
本測はデータの測点密度は  0.2 点/km2程度で，精密な 
密度推はを行うには及分でない． 

第  55 図を見ると，宝立山周辺から南部にかけて  2.6 
g/cm3を越えて極大値を示し，浅部での高密度の基盤岩 
類の存在を示している．岩倉山-猫ヶ岳や珠洲市南部-内 
浦町地域にも高密度域が見られるが，これらは背斜軸部 
に相当し，高密度の岩体が浅部に達しているものと考え 
られる．図幅南西部の柳田村周辺に低密度域が解析され 
たが，海緑石砂岩，珪藻質シルト岩，硬質珪質シルト岩, 

石灰質シルト岩などの堆積岩が低密度であることを示し 
ている． 

 
Ⅷ．5 残差粒力図 

 
第 53 図に示した粒力図は，広域の傾向面や数 km 以 

上の深い構造が原因の粒力異常を含むので，比較的深度 
の浅い地質構造との対比という点で適当とは言えない． 
ここでは，深部構造による広域トレンドを上方接続値と 
考えて分離し，地表付近(数  km より浅い)の粒力異常 
を抽出する．具体的には，ここでは上方接続 1 km のも 
のを広域トレンドとした．地表付近の微細な不均質構造 
や位置や標高値の不確実性によるノイズ成分は，測点間 
隔が 2 km 程度と大きいため粒力図には含まれないと考 
えられるので，特にハイカット処理は施さなかった．結 
果を第  56 図に示す．なお，仮は密度は，2.3 g/cm3で 
ある． 

第 56 図は，負値に横線の陰を付けて表示した．負値 
の領域，言い換えれば浅部構造に対比される低粒力異常 
域が，飯田湾を囲むように見られ飯塚層の分布とほぼ一 
致する．更に，曽々木西部の白崎付近にも低粒力異常が 
見られるが，これも飯塚層の分布と調和的である．正負 
の境界部は断層等の地質境界を通常は示すことが多いが, 

飯塚層と宝立山層より下位の地層を分ける白米坂断層は 
残差粒力図からは明瞭でない．断層を挟んで大きな密度 
差がない可能性も考えられるが，断層の落差が小さい場 
合は測点が及分でないと明瞭な構造を抽出することは難 
しく，宝立山南方の白米坂断層周辺ではそれだけの粒力 
測はが行われていない．岩倉山-猫ヶ岳や珠洲市南部-内 
浦町地域の正値の領域は，背斜軸部に相当している． 

 

 
Ⅷ．6 粒力基盤図 

 
粒力基盤を  100 m 間隔の等高度線で示し，250 m 毎 

の各深度階を段階表示した(第 57 図)．つまり，粒力基 
盤の数値は標高値である．なお，粒力基盤(先新第三系 
及び最下部中新統に相当)とその上位の堆積との密度差 
は，一様に 0.4 g/cm3と仮はした．粒力基盤解析は，地 
表下数kmの構造を抽出するため上方接続  5 km のもの 
を深部構造による広域トレンドとして除去した残差粒力 
データについて行った．結果については，実際の構造が 
多層構造となっている等，モデルと異なってくれば，実 
際の基盤の深さも異なってくることになる．また，今回 
使用した粒力データは 250 m という格粒間隔であるが， 
山間部には粒力測点が少なく急激な構造変化や粒ーカル 
な地質異常の拾い上げが及分とは言えず，得られた構造 
は全体に平滑化されている．実際には基盤及び堆積層と 
も密度は一様でないため，本図に示した基盤深度は実際 
の先新第三系の地質的な基盤と一致しない部分もあり得 
るが，基盤の落差や基盤の概略的な起伏を把握するのに 
は及分有効と考えられる．また，基盤構造の急激な落差 
域には構造境界，大きな断層構造，向斜構造などと整合 
する． 

 
粒力基盤の主な特徴として，いくつかは摘できる． 

(1）島島より曽々木に伸びる東西方向に場所によっては 
深度が 1 km に達する基盤の凹みが見られるが，白米坂 
断層のつくる凹地と考えられる．また，粒力測点が粗い 
ため白米坂断層周辺での構造変化は緩やかで，その北方 
に位置する若山川向斜に対比されるようにも見える． 
(2）飯田湾の奥部域の鵜飼，松は地域には 1.5 km に達 
する凹みが解析された．中期中新世以降の海成層が厚い 
ことを示している． 
(3）基盤標高が数  100 m より浅い領域は，それ以降の 
ものとは不整合で画された前期中新世以前の宝立山層の 
分布域に対比され，構成は質の密度が大きくなっている 
ことが考えられる． 
(4）日本海に面した岩倉山，見平岳といった山塊域の基 
盤は盛り上がっており地殻変動との関連性が考えられる 
が，宝立山周辺は基盤の凹部の縁にあり火成活動による 
構造と考えられる． 
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第  57 図 本図幅地域の粒力基盤図 
密度差は，0.4 g/cm3． 
コンター間隔は，100 m．H：粒力基盤凸域．L：粒力基盤凹域． 
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(ABSTRACT) 

 
OUTLINE 

 
The Suzumisaki, Noto-iida and Hōryūzan district is situated in the northeastern Noto Peninsula, Ishikawa Prefecture, 

central Japan. The district faces the Japan Sea to the north and east. The northern coast is rocky and rugged, whereas 
the eastern coast consists mainly of sand beach and dune. The land behind the coasts is almost hilly, being composed 
mainly of Oligocene to Miocene volcanic and sedimentary rocks. Quaternary terrace deposits are distributed especially in 
the eastern and southern hilly area, and minor alluvial systems are developed along the rivers running through the hilly 
inland to the coasts. Landslide occurs in places of the hilly area． 

 
OLIGOCENE TO MIOCENE 

 
The Oligocene to late Miocene sequence is divided into the Kōnosuyama, Gōroku, Kamiwazumi, Hōryūzan, Higashi- 

innai,Hōjūji, Awagura, Iida, and Iizuka Formations in ascending order. In the northen coast area the Matsunagi 
Formation replaces the Kamiwazumi Formation. 

The Kōnosuyama Formation is distributed separately in the northern, southern and western areas of this district. This 
formation mainly consists of subaerial andesite lava, volcaniclastic rocks, and intrusive rocks, which are commonly altered 
moderately to intensely. The andesite lava and volcaniclastic rocks are laterally replaced by conglomerate and sandstone. 
The Kōnosuyama Formation ranges mainly from 29 to 20 Ma in K-Ar age and is thought to be older than 25 Ma. The 
Shinobu Diorite of 28.9±1.0 Ma in K-Ar age intrudes into the lower part of the Kōnosuyama Formation. 

The Gōroku Formation is mainly distributed in the southern area of this district. This formation is almost composed 
of dacite pyroclastic flow deposits densely welded in places, with a minor amount of sandstone, conglomerate and siltstone. 
Pyroxene dacite lava flows and dykes are scattered in the district. The fission-track age of this formation is about 25 Ma. 

The Kamiwazumi Formation occupies a wide area of the southern part of this district. This formation consists mainly 
of subaerial aphyric andesite lava flows with minor sandstone, conglomerate and siltstone. Aphyric andesite from this 
formation is around 22-20 Ma in whole rock K-Ar age. 

The Matsunagi Formation is mainly distributed in the northern coast of this district, which includes subaerial to 
subaqueous andesite to basalt lava flows and intrusive rocks, conglomerate, sandstone, siltstone and andesite to dacite 
volcaniclastic flow deposits. Sandstone and siltstone include marine mollusca fossils indicating an open sea environment. 
Many radiometric ages are reported from the upper part of this formation; 21-17 Ma in fission-track age of volcaniclastic 
flow deposits and 28-19 Ma in K-Ar age of lava flows. The age of the overlying Hōryūzan Formation suggests that the 
Matsunagi Formation is older than 20 Ma and correlative with the Kamiwazumi Formation. 

The Hōryūzan Formation is widely distributed in this district. This formation contains a large amount of dacite 
pyroclastic flow deposits. Dacite to rhyolite lava domes locally intrudes into the deposits or occur between them. The 
pyroclastic flow deposits are locally intercalated with tuffaceous sandstone, conglomerate and siltstone. Dacite pyroclastic 
flow deposits are mainly non-welded and closely associated with surge and fall deposits. Although the fission-track ages 
of the Hōryūzan Formation range 19.5-16 Ma, this formation is most likely to be formed in 19.5-18 Ma according to the 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
*   Institute of Geoscience 
**  Institute for Marine Resources and Environment 
*** Japan Marine Science and Technology Center 



― 74 ― 

microfossil ages of overlying formations. 
Dolerite, aphyric andesite and olivine basalt sills and dykes are observed in this district. Dolerite and aphyric andesite 

intrude mainly into the Gōroku and Kamiwazumi Formations. They show irregular contacts in places and often contain 
many vesicles, implying intrusion at shallow levels. Olivine basalt occurs mainly in the Kōnosuyama Formation. 

The Higashi-innai Formation is distributed mainly in the northern part of this district. This formation constitutes an 
upward-fining transgressive succession of conglomerate, sandstone, and black mudstone with minor felsic tuff, which fill 
the incised valleys and overlap the Hōryūzan Formation and other underlying formations. Molluscs and foraminifera 
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collectively indicate also a temporal environmental change from brackish to shallow marine water. 
The Hōjūji Formation is widely distributed in this area. The formation consists mainly of calcareous siltstone, siliceous 

siltstone, and diatomaceous siltstone. Calcareous siltstone occurs mainly in the lower part. Siliceous siltstone occurs in 
the northern part whereas diatomaceous siltstone is confined in the southeasten part where the total thickness of this and 
overlying formations is thin relative to the northern part. Siliceous siltstone commonly contains opal-CT and represents 
an advanced stage of silica diagenesis from diatomaceous siltstone. Diatoms and other microfossil assemblages indicate 
this formation was formed around 16 Ma. 

The Awagura Formation is made up mainly of submarine volcaniclastic mass-flow deposits of biotite rhyolite. A source 
is inferred to be the Iwakurayama lava dome, toward which the unit thickness and total thickness increase. The 
volcaniclastic deposits are interbedded with siliceous or diatomaceous siltstone and tuffaceous sandstone at distal places. 
The K-Ar age of the biotite from the Iwakurayama lava dome is 16.1±0.4 Ma, slightly older than the diatom age of 15. 
7-15.6 Ma. 

The Iida Formation consists mainly of calcareous siltstone, siliceous siltstone, diatomaceous siltstone, and glauconite 
sandstone. The major lithofacies is quite similar to the Hōjūji Formation, except the glauconite sandstone which occupies 
the top of this formation with a thickness of 5-10 m. The Iida Formation ranges in microfossil age and radiometric age 
from 15.5 to 13 Ma. The glauconite sandstone represents quite slow deposition in the oxygen minimum zone, shallower 
than before. 

The Iizuka Formation is distributed in the eastern and northern area of this district. This formation is composed of 
siliceous siltstone, diatomaceous siltstone and sandy siltstone to silty sandstone, and ranges from l3 to 6.5 Ma in the 
microfossil age. The fine-grained facies in the lower to the middle part shows a retun to a deeper depositional 
environment, and the upward coarsening at the upper part, perhaps represents rapid marine regression with shifting of the 
depocenters to the north and east. 

 
QUATERNARY 

 
Middle to late Pleistocene terrace deposits are widely developed on hilly areas. They are divided into the highest terrace 

deposits (th0), higher terrace deposits (th1, th2, th3), middle terrace deposits (tm1, tm2, tm3) and lower terrace deposits (tl). 
They are mainly composed of silt, sand and gravel. Fluvial and fan deposits are distributed along rivers and coast. Sand 
bar and dune deposits are mainly observed on the eastern coast. Beach deposits and reclaimed land can be shown at some 
coast. Many landslides occur in places, especially in the sandstone and mudstone of the Higashi-innai Formation and 
rhyolite tuff of the Awagura Formation. 

 
GEOLOGIC STRUCTURES AND EARTHQUAKE 

 
The Hakumaizaka Fault runs through from east to west in the central area of this district. This fault is a reverse filult 

but was a normal fault at least during the marine transgression of 17-14 Ma. On the southern side of the Hakumaizaka 
Fault, there are many normal faults trending NE-SW to ENE-WSW mainly with southward downthrow. These normal 
faults had been active during the time marked by the Kōnosuyama Formation to Hōryūzan Formation, and producing 
minor rifts along the faults. On the northern side of the Hakumaizaka Fault, there are many NE-SW- to ENE-WSW- 
trending reverse faults and folds. These structures represent crustal shortening since the Late Miocene time. 

No faults have been confirmed active in this district, though an E-W syncline on the south of Rokugousaki is thought 
to be active as marine terraces tilt to form a syncline. 

The Noto-Hanto-Oki (Off Noto Peninsula) Earthquake took place on February 7, 1993. Tunnel roofs, roads and 
architectures in Suzu City area were damaged by this earthquake of M 6.6. 

 
ECONOMIC GEOLOGY 

 
No working mine is present in this district. Some quarries of crushed stone are working in some places and diatomite 

quarries are present in Suzu City area. There are several hot springs for example the coast area along the Iida Bay and 
in the Yanagida area. 

 
GRAVITY ANOMALIES AND DENSITY STRUCTURE 

 
A high anomaly area extends from Nekogatake to the Suzumisaki in coincidence with Early Miocene dacite exposed an 

anticlinal axis. A low anomaly is distributed in Iida, Ukai and surrounding area covered with Iizuka Formation. Especially 
in the Iida area a syncline plunges eastward. A local sharp high anomaly at Higashiyama, a southwest part of this map, 
is closely correlated with the mafic intrusive rock exposed there. 
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The surface density is estimated to be 2.4 g/cm3 in the central Hōryūzan area. This density is slightly larger than the 
dacite exposed there, and it suggests that a denser mass is seated at the shallow depth. 

A gravity basement based on a two layer model with densities 2.0 and 2.4g/cm3 is inferred to be deeper than 1.5km in 
the Iida-Ukai area. It shows that the sea-deposit layer of low density is thickly deposited there. 
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